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   平成３０年３月１２日（２） 

開議   ９時５６分 

○議長 磯永優二君 

 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１３名であります。 

 それでは、これより本日の会議を開きます。 

 日程第１ 一般質問１日目を行います。 

順次、質問を許可します。 

まず、初めに爪丸裕和議員の一般質問を行います。 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 おはようございます。今議会の一般質問トップバッターということであります。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 なお、反問権もありますので、市長に限らず、どうぞ所属長の皆様、場合によってはど

うぞ遠慮なく使っていただきますことを期待もいたしますので、その点を踏まえて御答弁

をお願いいたします。 

 それでは発言通告書に従いまして、まず公共施設の運営状況ということについて、質問

をさせていただきますが、御承知のように多くの公共施設の中で、市が直接運営している

施設もあれば、また指定管理者制度ということで、指定管理を締結した上で第三者にその

施設の運営を委ねている、そのような施設もあるわけであります。 

 その中で、まず入り込み客数の売り上げにより経営の安定化を目的とした施設でありま

す、道の駅豊前おこしかけ、それから卜仙の郷、それと天狗の湯ですね、まずこの３つの

施設のいま現在の経営状況について、お尋ねいたします。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 おはようございます。議員御質問の指定管理者について、御説明を申し上げます。 

 まず、道の駅豊前おこしかけについては、平成２８年４月の高速道路開通後、客足が約

３３％くらい前年より落ち込んで、昨年の決算で特別損失を除き、約８００万円の赤字を

計上したところでございます。その後、高速道路の案内看板やイベント等で客足を回復し

ているような状況でございます。 

 続きまして、豊前温泉天狗の湯、平成２８年度決算で約３２万５千円の黒字を計上して

いるところでございます。 

 昨年から料金を下げたり、サウナを改修したり、入浴客の増加を図っているところで、

黒字幅が大きいわけではありませんが、順調にきているところでございます。 
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 そして求菩提温泉卜仙の郷でございますが、現在の指定管理者になって、今期は３期目

になります。２７年・２８年度は約２千万円以上の赤字となっております。現在、冬季閑

散期の集客イベント等を図っているところでございますが、温泉施設でありますが、冬季

に中々お客さんを呼び込めない状況がございまして、苦戦しているところでございます。

以上です。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

まず道の駅から入りますが、先ほど課長の御答弁でもありました。やはり高速道路の東

九州自動車道の開通というのが、やはり大きな売り上げのダウンにつながっているのでは

ないか、というふうに位置づけをさせていただいております。 

その答弁の中で看板設置ということがありましたが、以前、私はこの看板についても質

問したことがありますが、インターの降り口付近ですね、下りだったらおそらく椎田南に

なるでしょう、上りだったら豊前インターになってまいりますが、その付近に道の駅の看

板の設置を、これはネクスコのほうにお願いしてでもやるべきではないかと、このように

提案させていただきましたが、その経過について、御答弁を求めます。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 お答えいたします。高速道路の看板につきましては、基本、設置できないということで、

ネクスコのほうから回答をいただきましたが、国交省、それからネクスコのほうに各いろ

んなコネクションを通じて働きかけ、陳情を行って、現在、椎田南インターの手前に２箇

所、豊前市街という看板を設置させていただきました。 

 中々、豊前おこしかけという道の駅の名前を、固有名詞はだめだということで、かなり

粘ったんですが、それは許可をいただけませんでした。 

 今後ですね、上りについても豊前インターの手前に同じような看板を設置してもらえる

ようにお願いしているところではございますが、まだ設置に至っていない状況でございま

す。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 課長、先日ですね、延岡に行ってまいりました。もう御承知でしょうが、延岡インター

の手前に北川がありますね、この北川の道の駅の看板が、これは上り・下り両方ですね、

大きく堂々と掲げられているんですよね。同じ、やはりここもネクスコじゃないですかね。 
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それで、なぜ北川が良くて、この豊前がだめなのか。その辺はどのように位置づけてお

りますか。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 多分議員がおっしゃっている所は、無料区間の部分だと思いますが、あそこは管轄がネ

クスコ直ではないということ。それと料金が無料の区間ですので、特別なのかなと、よそ

を引き合いに出して交渉したわけではございませんが、中々そこのところはもううちのこ

とだけで、これからも陳情していきたいと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 隆美先生の選挙区ということもあったのか、その政治力がどうかはちょっと置いておっ

て、確かにあの区間は無料ですね。その無料もどういうことで無料なのか、今申しました、

やはりその政治力だったのか、ちょっと納得いかない点もありますし、全線がやはり東九

州自動車道のその中で。 

そして維持管理は、これはネクスコがしていないということでいいんでしょうかね。こ

の維持管理は、当然無料だから。市長が首を縦に振られていますが、市長に御答弁を求め

ましょう。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 延岡の当該区間につきましては、国直轄路線だと認識しております。ネクスコに東九州

路線の全線をということでございましたが、採算がとれない区間を国直轄路線として建設

した経緯があったと記憶しております。そのために、普通の一般の国道と同じような扱い

で、ああいう道の駅の看板ができるということだと承知しております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 ネクスコに移管していない区間と、このようなことでしょうが、大谷課長ね、実際にそ

の路線の中であるんだから、もう一度ネクスコと粘り強く交渉していただくことを願いま

す。 

 後やはりダウンした分、経営がまちづくり会社ですかね、経営努力もされていることと

思いますが、やはり来る客じゃなしに、今から攻めというような、このような経営の方針
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も立て直すことも重要じゃないかというふうに思いますので、ちょっとその辺を伝えてい

ただければというふうに思います。 

 そして卜仙ですね。卜仙については、これはやはり雪事情でしょうか、冬季がどうして

も客足が尐ない。このようなことでありますが、年間を通じてが分かれば、それと市内・

市外の状況が分かれば、お聞かせいただければと思います。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 卜仙に関しましては、やはり１月の後半から３月にかけてのお客さんがかなり尐ないよ

うでございます。それと、ことしのように雪が多いと、どうしてもせっかく取ったお客さ

んがキャンセルということが、特に２月はかなりあったように聞いております。 

 今後は他の月でそこをカバーできるような、そういう営業をサポートしていきたいと考

えております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 あと元々は課長、これはいま現在、民間の方が経営されているでしょうけども、その前

はやはり地元が長年にわたって運営してきた、そのような経緯もあります。それと地域的

な事情から見て、やはり地元の方の御協力なしには、中々経営は厳しいと思うんですよ。

その辺はうまくいっているのかどうか、いかがですか。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 民間の手法を取り入れて、いま経営しているわけでございますが、地元の以前から働い

ている方も、そのまま雇用してやっております。 

 どうしても地元とスムーズにいっていないことが聞こえてくるかもしれませんが、卜仙

の郷自体は地元に協力的に事業にも参加していると聞いておりますので、その辺は今後も

積極的に地元の雇用も含めてやっていってもらいたいと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 じゃあその辺は十分踏まえて、しっかりと地元との連携を取って、やっていただければ

と思います。 

 あと天狗の湯ですが、天狗の湯については、設立当時からいろいろ、当初の一時は良く
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て、あと経営がいろいろ厳しい状況を迎えて、それからいま指定管理の受け皿になられて

いる方もかわってまいりました。中でもさっきサウナのことも言われていましたが、やは

り自ら自分たちが貯めたというか、努力した５０万円だったと思うが、それだけのお金を

貯めて、この改修費に充ててください、というような経営の努力をされていることは、特

に評価いたします。 

今後ますますまた緩まずに経営の努力を、その辺にしっかりと取り組んでいただければ

と思います。 

 それとこの３つの施設ですね、これは共通的に言いますと、基本的にやはり指定管理と

いうことで委託した以上は、経営の１から１０まで口を出すということは、ちょっとこれ

は越権的な行為になるとは思います。しかしながらこれは基本的に市の財産でありますの

で、倒産の二文字だけは避けなければならない。 

そのためにもこの施設の経営状況をしっかりと行政側が把握するということで、そして

経営の悪化が続くようにあれば、その経営の改善計画をしっかり提出していただくべきだ

と思うが、その辺の取り組みはいかがですか。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 まず道の駅ですが、道の駅の役員会等に私が出席して、直接、経営改善の案等を確認し

ております。特に経費の節減、それから機構改革等は順調に進んでおりますので、今年度

ですね、道の駅は７月の朝倉の災害のとき、それから台風直撃で臨時休業したとき等、ち

ょっと落ち込みましたが、今年度、尐し赤字になるかもしれませんが、道筋としては黒字

への体制ができていると考えております。 

 ただ、それは今の収入で黒字化を目ざしているところでございますので、新たなお客様

を獲得するために、さらなる情報発信等を進めていきたいと考えております。  

 また卜仙の郷については、２年続けて赤字が出ておりますので、議員おっしゃるとおり、

これが続くようでしたら経営改善計画の提出等を検討しながらサポートしていきたいと考

えています。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 ではその辺を十分踏まえて、やはりあくまで経営の黒字化が目的と思いますので、その

辺をしっかり行政の立場から意見を述べられるようであればしっかり述べて、今後ますま

すの経営の健全化に向けた取り組みに期待をいたします。 

 あと次に、同じく公共施設の運営ですね、指定管理が一つ入るんだけど、旧北校跡地の、
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これは図書館と埋蔵文化財センターですかね、それと多目的交流文化センターですか、こ

の三つの施設の今の入館者数については、資料請求いたしました。それで手元にあります。 

 その中で、ちょっと図書館と埋蔵文化財センター、この辺の入込客、入館者数の落ち込

みというのがちょっと目につきますので、実際に今の状況がどのようにあるのか、この三

つの施設を含めて、まずお聞かせいただきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 おはようございます。御質問にお答えしたいと思います。 

 まず図書館につきましては、御承知のように平成２０年度から指定管理者制度に移行し

ておりまして、現在は一般社団法人豊前図書館研究会が指定管理者として運営を行ってお

ります。 

 利用状況については、資料請求でもお答えしましたように、過去５年で申しますと、平

成２４年度が１０万９１１人、平成２５年度が１０万２３４７人、２６年度が１３万３２

０２人、そして２７年度が８万８６６２人、それから２８年度が８万５４２４人というふ

うになってございます。 

 それで議員御指摘の数の落ち込みでございますけれども、図書館のほうに確認をいたし

ましたところ、数をセンサーで検知をしております。そのセンサー自体の感度を、いわゆ

る何台かあるらしいんですけども、それが２６年度までは尐し過剰に反応しているという

ことで、２７年度以降、その辺を改めたということで、数が落ちております。 

 それでもう一つのデータであります図書館の貸し出しの人数を見てみますと、２６年が

３万４８２２人、それから２７年度が３万５６１５人、２８年度が３万４７１３人でござ

いますので、大きく変化はないというふうに認識をしております。 

 それから、埋蔵文化財センターにつきましては、平成２４年度が２２１９人であったも

のが２８年度は１８９９人というふうに、御指摘のように尐し落ち込みはございます。た

だこれにつきましても、年度ごとに上下動がございます。現在、年間の中で企画展、それ

からいろんな、小学生を対象として歴史教室等を行いながら、改善を図っているところで

ございます。 

 それから多目的文化交流センターにつきましては、平成２４年度が２万５０９４人、２

５年度が３万５４３人、２６年度が２万８７２４人、２７年度が２万９２４３人、それか

ら２８年度が２万９０３１人ということで、年度によって尐し上下がございますけれども、

安定的に利用していただいておりますし、２８年度につきましては、部屋の利用率が約５

０％ということでございますので、活用いただいているというふうに認識しております。

以上です。 
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○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 図書館のほうが入館者数じゃなしに、貸出数がほぼ横ばいというような御答弁でありま

した。それはよろしいといたしまして、夏休みの利用状況はどのようになっていますか。

夏休みについて、特に増えているかどうか、分かれば。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 平成２８年度のデータで、月別に見てみますと、７月が９０１４人、それから８月が７

７２３人ということで、通常の他の月に比べれば比較的利用が多いというふうに認識して

おります。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 やはり特に児童生徒ですね、小中学校の児童生徒の方が、このような期間にまた大いに

利用していただくような、そのような取り組みを考えていただきたい。この辺はしっかり

管理を受けている側に伝えていただければと、その辺を努力していただければと思います。 

 あと埋蔵文化財センターですね、ここの利用状況から、これは前回一度、秋成議員から

も指摘があったと思うんですが、そこまで直接管理する必要があるのかどうなのかという

ことが問題なんですが、その辺はどのようにお考えですか。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 埋蔵文化財センターにつきましては、先ほども申しましたように、入館者数が他の施設

に比べてかなり低いというところがございます。現在、埋蔵文化財センターの機能としま

しては、市内の発掘調査等で出土しました埋蔵文化財の展示をいたしまして、その展示施

設としての機能、もう一つは埋蔵文化財の発掘調査、それから発掘調査をした後に、発掘

調査報告書というのを出すように、国のほうからの指導がございますけども、そうした埋

蔵文化財全般に対する業務も担ってございます。 

 したがいまして、展示室への入館者は、他の施設に比べて尐ないわけですけども、業務

としましては埋蔵文化財全体の業務を担っているということで、御理解をいただければと

思います。 

○議長 磯永優二君 
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 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 発掘調査ということで、いま御答弁がありましたが、基本的にこれは、文化財調査は道

路整備だとか開発の土地を扱う開発行為ですね、そのようなときに調査するということに

なっていると思いますが、ちょっと私の記憶では、東九州自動車道も開通いたしましたし、

農林事務所発注の大きなほ場整備事業ですか、それ以外は、また特にこれといった大きな

開発事業というのは、あまり目につかないと思うんですが、今その調査されているのは、

どのような事業に伴った発掘の調査、その報告書をまとめようとしているのか、その辺を

お聞かせいただければと思いますが。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 まずですね、平成２８年度につきましては、黒土北部のほ場整備事業に伴います発掘調

査等を実施してまいりました。また年間ですね、民間の開発等に伴います遺跡の確認調査

というものがございます。いわゆる本調査に入る前の調査ですけれども、こうしたものが

大体５箇所から１０箇所程度の実施をしております。 

 それから、先ほど申しました発掘調査報告書の作成にかかる業務でございますけども、

議員御指摘のとおり、大きな開発行為に伴います発掘調査の成果を取りまとめるのが調査

報告書でございますけれども、ちょうど平成１０年から２０年前半にかけて、ほ場整備、

それから工業団地等、かなりたくさんの開発に伴います発掘業務がございまして、その間、

中々発掘調査報告書が敢行できていないという現状がございます。 

 それで現在、埋蔵文化財センターのほうで予定しておりますのは、平成３９年度までに

全ての発掘調査報告書を整理したいということで、計画的に実施をしているところでござ

います。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 だいたい事業等は分かりました。しかしながら今後のお考えですけど、今の報告書が平

成３９年だったか、そのころは平成ではないでしょうけれども、それまでに報告書をまと

めて、その以後どのように考えているのか。今それだけの人員を、職員もおられるでしょ

うし、嘱託、アルバイトも配置して、そこまでやるだけの価値という言い方は失礼になる

のかもしれないけれど、その投資効果ということになれば、この際、民間に運営も委ねた

らいかがかなと。 

 例えば図書館の横にあるんだから、いま図書館を運営していただいている、そのような
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組織にも維持管理を委ねる、要は移管するということのほうがコスト的にもダウンされる

んじゃないかというふうに考えておりますので、そのようなお考えがあるか、御答弁を求

めます。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 こうした施設、それから事業等につきましては、当然、社会情勢の変化等で、そのとき、

そのときで需要が変わってまいります。したがいまして、例えば５年、１０年というスパ

ンの中で様々な見直しが必要であろうかというふうに考えております。 

今後とも大きな開発事業につきましては、どうなるか分かりませんので、そうした推移

も見ながら、そしてまたこうした発掘調査の成果を市民の皆様に伝える使命というものが

ございますので、そうしたところは十分今後とも見直し、それから努力をしながら、必要

な施設の運営については検討してまいりたいというふうに考えております。よろしくお願

いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 ぜひ、前向きに御検討いただければと思います。 

 次に、多目的交流文化センターですが、市長、あれが喜ばしいことで、国の重要無形民

俗文化財ということでよろしいんでしょうか、このような指定を受けているようなところ

もあります。もっと、今おそらく県のアメニティですか、使われているのが、課長、そう

ですかね。それと市独自では一度くらいしかやっていないのかな、確か神楽は。他の子ど

もとかの太鼓等もやっているでしょうけども、幅広く使っていただくのもありがたい。 

 特にいま言いました、せっかく重要無形民俗文化財ですか、その指定を受けている立派

な文化財がありますので、もっと活用していただいて、市外の方々が、それこそ交流人口

につながると思いますので、そのようなイベント等を考えていただければと思いますが、

その辺の御答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 ありがとうございます。多目的交流文化センターにつきましては、整備をするときに、

先日お亡くなりになられました前釜井市長が神楽殿として整備をしたいというような強い

意志がございまして、整備した中でも１階には京築地域のいろんな民族芸能の資料の展示

等、それから当然、市内の神楽の展示等もしてございます。 
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 それで御指摘のように、以前は京築連帯アメニティ都市圏構想推進会議の中で、定期公

演ということでやっておりまして、年間複数回やっていたんですけれども、ここ３年くら

いは年に１回の公演ということになってございます。 

 それから一昨年から地域の関係団体が子ども神楽のイベントをしたいということで、昨

年の夏に開催しました。ことしも４月１日と、それから８月にまた開催したいということ

で、御相談を受けております。 

 それから一昨年は５年に一度になりますけども、豊前神楽祭りということで、２日間、

神楽のイベントを実施いたしました。 

 今後とも、あの施設を使いまして、豊前の貴重な文化財、歴史資産であります神楽をも

っと広く情報発信していくように努めてまいりたいと思いますので、御理解をお願いいた

します。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 せっかくの文化財施設でありますので、多くの方に利用して、集まっていただけるとい

うか、そのように最大限の努力を重ねていただきたいと思います。 

 それでは次に、ふるさと納税についてということで質問をさせていただきます。 

 この制度につきましては、総務省、いろいろな意見がありますが、当時の小泉内閣の三

位一体改革が影響しているのではないかというような、あのときに地方財政を締め付ける

ような、まさにそのような改革により、地方と都市部との格差が拡大したということも、

その一つだろうと思います。 

 また御承知のように、地方出身の若い方が、やはり就職のために首都圏や都市部に就職

していくというようなことが、結果としてこれが人口格差につながり、それから当然経済

格差から、そして自治体間の財政格差へとつながってまいりました。ということで周辺の

自治体に、どうぞお世話になったという気持ちで、住民税の一部をどうぞ寄附してくださ

い。このようなことでスタートしたわけであります。 

しかし実際、蓋を開けてみれば、総務省の思惑とは全く違い、一つは返礼品でしょうし、

一つは、これは平成２６年度からと言われましたか、控除税がちょっと増してきた、控除

する額が増えたというような点もあるでしょうが、もうグラフも総合政策課長もお分かり

でしょうが、２６年を境に、２７・２８年という、これは急成長、うなぎ上りのグラフの

状況にありますよね。 

 このような中、資料請求いたしましたから、私も拝見しました。平成２８年度に５千万

円弱の４９００万円程度、ちょうど課長、あなたが総合政策課長になられた年ですよね。

そうじゃないかと。それと２９年度決算は出てないんでしょうけども、ほぼ５千万円をち
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ょっと超えるくらいの数字じゃないだろうかというふうにお聞きいたしております。 

 率直にいきますが、この数字を見て、課長の見解を求めます。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 おはようございます。御質問にお答えをいたします。 

 いま議員さんのほうから御案内がございましたように、２７年度では寄附額が１２００

万円でしたけれども、２８年度は４倍を超える４９００万円、５０００万円近くの御寄附

をいただいたということです。 

 今年度ですね、２８年度において、そこまで伸びたというのは、受付業務のほうを民間

業者のほうに委託をして、ポイント制、あるいはクレジット決済等を導入したというふう

なところが一番大きかったかと思いますけれども、そういうふうなポータルサイトという

か、受付の窓口を今年度、さらにもう一つ増やしまして２箇所にいたしました。その結果、

もう既に昨年度を上回っております。 

現在も見込みではありますけれども、昨年度、２割以上は上回るんではないかと。現在、

日に数十万円、多いときには１００万円を超すような御寄附をいただいているような状況

ですので、今後の３月でのまた上昇というのが期待をされているところでございますので、

一定のやはりそういう取り組みの成果というのは出ているという認識はいたしております。 

 ただ、また議員さんのほうからも指摘がございましたけども、全国的には非常に大きな

上昇を見せている。そして近隣自治体においても急増している所も見受けられます。 

 やはり豊前市といたしましても、現状を良しとせず、さらなる増大の策というのを講じ

ていかなければならない、というふうに認識をしてございます。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 御答弁の中で、さらなる増額ですね、寄附の増額に向けた取り組みと、具体的にどのよ

うに取り組もうとされているのか、お尋ねいたします。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 いろいろですね、豊前におきましても、あまおうであったり、カニであったり、牡蠣と

いうのが非常に魅力的な特産品を提供していただいております。 

 ただですね、やはり先ほど、これも議員のほうから御指摘がございましたけれども、ふ

るさと納税、やはり返礼品を求めてという方が約８割、寄附をするときの動機と言います
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か、理由としてはあげられているというような状況でございますので、やはり返礼品の開

発、やはり全国的な傾向を見て、どのような返礼品が出ているのかというところをしっか

りと分析をして、いま以上にその返礼品の充実を図っていくことが必要である、それが一

番重要であろうと。 

 ただ、他にも、やはりＰＲの方法であったり還元率アップのキャンペーン、あるいは広

告の掲載とか、返礼品の還元率等々の充実など、という策もいろいろと考えられると思い

ますので、一つということではなく、複数の策をやはりこれから調査検討して進めていき

たいと思っております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

返礼品が８割と、まさにその通りじゃないかなというふうな私も位置づけです。 

今の御答弁の中でＰＲというような言葉が出ましたが、そのＰＲとは何をＰＲしようと

されているのか、その辺はいかがですか。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 最近ちょっと新聞のほうにも出たんですけど、国東市のほうでは、もう３０億円を超え

るふるさと納税が、もう１月末で御寄附がきていると。国東市のほうでは、ヤフーの検索

のときに、ふるさと納税というのを検索すると、国東市のほうのページと言いますか、そ

ういう所に結びついていくというふうな仕組みを考えられたと。 

やはりうちのほうは、ふるさとチョイス、それと、さとふるという所に業務を委託して、

いま返礼品の紹介等をしていただいているんですけども、そこでやはり豊前市にどうたど

り着くのか、そして豊前市の商品がそこでどういうふうにＰＲできるのかというところを、

やはりどういう方法が一番効果的なのかというところを研究していきたいというところで

ございます。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 時間が無駄になりますので、もう核に入りますが、率直に言いますが、これはもう返礼

品競争の中で負けているんじゃないだろうかと。以前この問題の質問を、私が、あなたが

課長に就任されたときにいたしました。その御答弁の中に、やはり地元の特産品というこ

と。しかし私はその地元の特産品は否定しませんと、確かにこのように申したと思います。 

 一番課長、これは重要なのは、市場が分かっていないんじゃないかと思うんですよ。こ
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れは市場原理なんですよ、この世界は。だから全ての自治体がこのマーケットにいま出店

しているわけなんですよ。当然豊前市も。はっきりとこれは上毛町さんに負けた要因を、

あなたが認めないと、おそらくこれは改善できないでしょう。そこにはやはり返礼品なん

ですよ。 

 じゃあ上毛さんにそれだけの特産品があるのかと。御承知のようにそこまではないでし

ょう。なければ隣からでも利用してくる。耶馬美人等もその中に入っているようにありま

す。 

 そして特にやはり消費者ニーズというものを掴みきっているのかどうなのかなんですよ。

どこを見てもそうです。都城市でもそうでしょうし、一時は焼津なんかもありましたが、

やはりそのようなニーズというものを、消費者ニーズをしっかり把握して、いま全国の自

治体がここに出店しているわけなんですよ。市場に出店している。その中で豊前市の、は

っきり言いますが、返礼品の商品に対して消費者が魅力を感じていないというのが、これ

が事実なんですよ。根本的にこの辺から改めていかないと、この負け戦はおそらく永遠に

続くでしょう。 

 だから申します。市内の特産品を重視するということは否定しません。しかしながら新

たなものの商品を、そのような商品を開発、返礼品の中に組み入れて、その商品が揃って

初めてＰＲができるんじゃないですか。ものごとの順序も、ちょっといかがなものかなと

思いますが、その辺に今後取り組んでいく気があるのかどうか、御答弁を求めます。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 いま御指摘をいただいたように、当然やはり一つの商品でも人気のランキングに上がる

ということで、地域を認識していただくということも大変重要かと思っております。 

 それで先ほど３月が好調であるということを申し上げましたけれども、３月のさとふる

のほうでの上位のランキングの中に、１０位以内に豊前市の返礼品がランキングに入って

まいりました。月間のほうでも２０位以内ということで、週間におきましては、先ほどあ

げました近隣自治体の上をいっているような状況で、大変いま期待を申し上げているとこ

ろです。 

 やはり今後そういった商品の企画であったりというのに、しっかりと精力的に取り組ん

でまいりたいというふうに思っております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 課長、私も零細ながら民間の経営者の一人であります。全てが結果と思っていますので、
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だからあなたが今後どのように取り組んでいくか、またしっかり２９年度も今は出ている

ところでしょうから、また来年度、再来年度と、どれだけ寄附金額が伸びるのかを注目し

たいと思います。 

 それとこれもお忘れなく、十分あなたは御理解されているでしょうが、実は市内のほう

からも他の自治体に寄附されている方が２８年度で２５００万円ですか、というようなこ

とで、実質住民税に返ってくるのが豊前市でたぶん６００万円くらいだったかな、そのく

らいでしょうけども、ここをしっかりしないと、逆に入りじゃなしに出のほうが上回るよ

うなことになれば、これは最悪のシナリオですよね、というようなことがあります。 

 だからもう一つ言わせていただければ、民間の方との意見、民間の知恵もお借りすると

いうことも大事じゃないかと思いますよ。 

 例えば今まちづくり会社の、先ほども話しをしましたが、そのような所とも連携を取り

ながら、どのような返礼品を調達できるのかとかいうような意見交換も重要になってくる

んじゃないかと思います。隣の大谷課長と、その辺の連携をしっかり取っていくことも重

要と思いますので、御答弁はもう結構ですので、その辺をしっかり踏まえて、さらなる寄

附金が増えていきますことを期待いたします。 

 それでは教育委員会に、お待たせしましたが、発言通告に従いまして、教育問題という

ことであります。 

 まずは、今の学校の施設の安全性と、これは環境問題ということで、市内の小中学校に

通っている児童生徒の保護者にとりましても、やはりこの辺の関心というのは高いんじゃ

ないかというふうに位置づけております。 

 そこで普通、安全性と言いましたら、校舎とか体育館等の耐震というところが、やはり

注目をされますが、それ以外の外構の分だとか、例えばまた校舎にしても小学校の遊具だ

とか、外構面ではフェンスだとかブロック塀だとか、そのようなものがしっかりとした構

造計算というものがなされた上で設置されているのか。その辺の調査というのはされたこ

とがありますか。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 おはようございます。御質問の件ですが、おっしゃるとおりで、本体施設、構造物に関

しましては、一定程度耐震等も対応してきているところではございます。 

御質問の外壁、フェンス、擁壁等も含めた外構につきましては、昨年、爪丸議員さんか

らも御質問いただいたということで、前任者の段階で各学校に依頼して、目視等で確認し

て、またそれに対して一部改修等を行ってはおります。 

 ただ、先日もちょっと宇島小学校の外構等でちょっと引っかかるんじゃないかというこ
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とで、都市住宅課とも確認をしていったところ、不十分な所もあるかと思います。 

 今後、営繕担当課とも協力した上で、確認とか点検を実施していきたいと思っておりま

す。 

 また、遊具に関しましては、毎年委託して遊具会社さんのほうに点検していただきまし

て、今年度大掛かりなチェックをかけて、時間はちょっとかかったんですが、年末くらい

で順次危険な遊具等を撤去しているところでございます。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 遊具は分かりました。じゃあフェンスとブロック塀も市内にあるのかどうか分からない

けれど、その辺については、どなたが点検されているんですか。課長が点検されているん

ですか。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 前任の段階では、まず学校のほうで目視で見ていただいて、その後、事業課等も同行し

た上で確認したということで、いわば目視のかたちで担当及び事業課とも点検したという

ふうに伺っております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 都市住宅課長、おそらくお宅のほうに依頼があったんじゃないかと思うが、そのような

点検された実績がありますか。 

○議長 磯永優二君 

 都市住宅課長、答弁。 

○都市住宅課長 向野隆裕君 

 昨年ですね、そういった依頼を受けまして、同行した経緯もございます。また各課それ

ぞれ施設を保有しておりますので、各課に点検等のお願いをしているところでございます。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 そして先ほど言いましたように、教育課長、やはり安全性が重要になってまいります。

もう危ないような施設はしっかり撤去して、しっかりとした構造計算のもとでの施工とい

うことで、しっかりとやっていただきたいと思います。 
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この点については財務課長、その辺はやはり教育予算ですので、しっかり耳を傾けてい

ただければと思いますので、答弁は結構です。よろしくお願いします。よろしいですかね。 

（財務課長、頷く） 

 あと環境面ということでありますが、先日、宇島小学校、６年生を送る会ということで

案内がまいりましたので、出席させていただきました。 

 そして保護者の中で会話されているのが耳に入りまして、課長、トイレの問題ですよ。

トイレの悪臭のことがやはり保護者の方々からも耳に入ります。やはりこのような状況と

いうのもいかがなものかと思いますので、これは市内全てに関連するんじゃないかと思い

ますので、その状況とその改善対策は、どのように考えておりますか。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 トイレに関しましては、度々議会でも御質問等をいただいたところでございます。基本

的な考え方としましては、学校の施設環境、トイレの改修、悪臭も含めた、あと和便器を

洋式に換えるとか、そういったところを含めて、学校の現場からも要望が出ておりますし、

議員御指摘のとおりで、保護者からもそういった声が出ているというふうに認識しており

ます。 

 また委員会答弁を何回かさせていただいておりますが、基本的には和便器などのトイレ

の老朽化、故障などを解消する際に洋便器に換えていく、あるいは施設の大規模修繕等に

併せて実施していく、というふうなところを進めていっているところでございます。ただ、

緊急な場合とか、トイレが壊れたままにしておくということも不適切かと思いますので、

できるだけ早急に対応するようにはしたいと思っております。 

 おっしゃるとおりで、大きな予算を伴うことでございますので、可能な限り補助事業等

を活用していく、またそういった方向で考えていきたいと思っております。 

 関係部署や関係機関とも協議しながら計画実施していきたいと思っております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 それでは前向きに計画実施というような御答弁をいただきましたので、財務のほうと相

談して、今後どのように計画を立てて改修していくのか、計画ができましたら、案が出ま

したら、また私のほうに報告をいただければと思います。 

 それでは、次は教育長にちょっと御答弁いただきたいんですが、学校規模の適正化とい

うことで、もう私が言うまでもなく、教育長は十分承知されていることでしょうが、昨年

の３月ですか、これは文科省のほうが適正規模の実態調査の取りまとめということで、全
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国の都道府県の教育委員会のほうに送付したと、このようなことになっているようであり

ます。 

 その中で、尐人数学級ですか、尐数学級に対するデメリットという点があげられている

のが、クラス替えが当然できませんよね。そしてクラス間の切磋琢磨、またクラブ活動の

問題だとか、修学旅行、運動会等の集団活動の効果が薄れていくんではないか、低くなる

と、このようなことがデメリットとして挙げられています。 

適正規模の標準といたしまして、小中学校共に１２学級から１８学級と。小学校で言う

のでありましたら２クラスから３クラスということですかね。中学校なら４クラスから６

クラスというようなことでしょうが、これも資料請求いたしましたので、それに該当する

所は小学校のほうで、やっと八屋中学校３個あるのかね、確かそうじゃなかったかな。２

個だったか。１年と２年と４年じゃないですかね、課長。違いますか。ちょっと議長、課

長の御答弁を求めます。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 議員さんがおっしゃったとおりで、学校の適正規模、クラスの基準というのは、おっし

ゃったとおりで、学校教育法第３条によるところで定めておるところでございます。 

 各クラス１クラス１学年ごとということではなくて、小学校であれば１年から６年まで

で１２学級以上１８学級ということで計算しますので、基準で言うと三毛門小学校以外、

小学校も中学校もこのクラスの数だけで言えば該当しないということになります。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 分かりました。そのような捉え方でしょうね。１２から１８と言ったんだから。という

ことで率直に、教育長、この状況を御覧になって、教育長の御見解を求めます。 

○議長 磯永優二君 

 教育長、答弁。 

○教育長 中島孝博君 

 先ほど来、学校の現状をつぶさに把握していただいた上で建設的な御意見を賜りまして、

感謝申し上げます。 

 いま御質問の適正規模につきましては、文科省のほうが、議員が先ほどおっしゃったよ

うな指示を出しております。その背景は、尐子化が進んでいる中で、学校の生徒の人数が

減ってきた学校が多いと、それに対して統廃合等の進み方がもう尐し遅いのではないかと

いう、文科省もそういった考え方のもとで出された通達だというふうに理解しております。 
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 適正規模が１２乃至１８学級と定めた背景というのは、先ほど議員も尐しおっしゃって

おりましたけれども、小規模校ではクラス替えができない。人間関係が固定して、その中

でいじめとか不登校等の問題が起きる原因となりやすい。あるいは社会性の発達、コミュ

ニケーション能力が育ちにくい。あるいは中学校では部活動の種類が限定される。 

 また修学旅行等、様々な大きいイベントをするときのコストですね、一家庭当たりのコ

スト、これがどうしても高くなりやすい等、やはりたくさんの課題があると思います。 

 そういう一面、それと反対に尐人数ゆえに指導が行き届きやすい、一人一人の考えとか、

あるいは悩みなどを把握しやすいなど、そういった優れた面もあるわけです。 

そういったところを、両方を見極めながら学校を運営していかなければならないと思っ

ておりますが、豊前市の中学校では、いま議員が御指摘のように学年が３クラスないとい

う状態の中では、教科の先生が全員揃わない、非常勤の講師に頼らないといけないという

状況もありますので、決して今のままが適切だと、望ましい、というふうには理解してお

りません。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 中々教育長、やはりその地域事情もおありでしょうから、中々御判断が難しいと思うん

ですよね。特に教育の学び舎という役割はもちろんだけど、地域コミュニティの核として

の役割も果たしているということもありますね。その点も踏まえて資料をいただいており

ますが、小学校の中で、特に防災指定だから、これは避難指定は、これは総務課長、避難

箇所の指定は全てはしていますね。 

 それとその次は学童の関係になってくるでしょうけども、何校かの学校は学童保育とし

ても利用されている。あと地域コミュニティの中で、これは１点、大村小学校だけちょっ

と利用回数が尐ないようにあるんですよね。このような中で、地域コミュニティとして利

用するということで、地域住民からの申請があったときに、それを拒否したというような、

そのような経緯がないか、その辺をちょっと確認させてください。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 この件に関しましては、資料請求が出た際に、校長会にも一応確認したんですが、尐な

くとも本年度において、外部からの申請があった際に正式に許可しなかった、使うことを

拒否したということは伺っておりません。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 
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○１２番 爪丸裕和君 

 その辺は地域の方に幅広く、やはり利用していただくということも重要ではないかと思

いますので、しっかりその辺は踏まえておっていただければと。 

 それと教育長、中々統廃合というのは、これは難しいと思うんですよね。だからそれは

もう市長も判断しにくいでしょうし、まして教育長はまたできないでしょうし、やはり地

域もおありのことでしょうけど、ただ、今のこの小学校において、教育長、児童の数です

ね、児童数が特に大村小学校が低いのは、もう御承知と思いますが、このような状況が６

年後まで、これは出生者数から出ているんですけど、このような数をしっかり地域だとか

保護者の方にやはりお知らせして報告するということも重要じゃないかと思うんですよ。 

とりあえずそれから先になってくると思うから、このような状況が続くことが好ましい

ことなのか、どうなのか。せめて報告だけ、一度していただきたいと思います。 

その辺は、御答弁は結構ですが、これは課長でもよろしいですが、やはり地域にはこの

状況を知らせてください。ということで、よろしいでしょうか、課長。では答弁を貰って

おこうかね。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 議員から資料請求を受けまして、こちらのほうでも調査をさせていただきました。年度

途中ではございますが、こういった人口減尐の状況というものを何かの機会で学校を通じ

てなりで、お知らせできればと思っています。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 しっかりお願いします。 

 それでは中学校のほうに入りますが、これは教育長、私が住所上は清水町なんですけど、

ところが、いま行政区は赤熊南区という所に入ってまいります。それでそのような地域事

情もありまして、すぐ隣の清水町だとか沓川、このような方々からもいろいろこの意見が

あるんですよね。 

 実際に八屋中学とか千束中学のほうが近いと。また三毛門の六郎なんかも結局もっと六

郎の先にある皆毛だとか小石原の方々も千束に通っているというようなところを踏まえて、

やはりもうはっきり豊前のほうの中学校のほうが行きやすいし、行きたいというような、

そのような声をしっかり保護者から聞くんですよね。 

 そのようなことを聞かれたことがあるのか。そしてこの辺について、中学校については

どのようにお考えなのか、御答弁を求めます。 
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○議長 磯永優二君 

 教育長、答弁。 

○教育長 中島孝博君 

 いま御指摘のような直接的な発言はまだ私も伺ったことはありません。しかしそういう

声があるというようなことは、直接的ではないんですけども、耳に届いております。 

 ただ、先ほどの話にもつながりますが、学校の適正規模につきましては、２７年末に答

申をいただいたところでありまして、その中で当面は今の４校を維持するとなっておりま

すが、同時に、その中に長期的にはこのまま４校でいいとは到底言い切れない、といった

補足もその答申には付いておりました。 

 小規模特認校の取り組み、あるいは小中連携の今後の推進の状況を見ながら、やはり中

長期的に考えていかなければいけない、というふうに私も思いますし、議員御指摘の、い

わゆる三毛門地域の子どもたちの今の実態につきましては、私も、３０年度からの教育委

員会の計画の中にもあるんですけれども、豊前市の子どもたちが豊前市の歴史と文化をし

っかり学んで、豊前市民としての自覚をしっかりと持って育ってほしいと、そこを大事に

したいと思っているところです。 

そこが議員おっしゃる三毛門の子どもたちに当てはめて考えたときに、小学校は三毛門

小、しかしその先に吉富中に進んで、またその先にはどちらかと言うと中津の方向を向い

た意識で育ってしまうということも、やはり一定あるのではないかと考えておりますので、

いま議員のお話と、そこを含んで、今後中長期的に考えていくことは大事ではないかなと

私は思っております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 最後に、市長にお尋ねいたします。ただいまの教育長のほうからも御答弁がありました

し、それとこれは吉富中学校の運営の中の予算的なことも申し上げますが、御承知でしょ

うが、本市のほうから、これは３５００万円という、それだけの予算が・・ 

○議長 磯永優二君 

 ３５％です。３５と６５です。 

○１２番 爪丸裕和君 

 パーセントですか。金額が３５００万円と思いますが、違いますか。じゃ資料が間違っ

ていますよ。ちょっと止めてください。時間がないから。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 
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 御質問の件ですが、２８年度の実績では３４２４万６千円ということで、おおむね３５

００万円という意味では、２８年度の実績がそういう金額になっています。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 なら課長、よろしいですね。パーセントもでしょうけど、金額的にはそのようなところ

で。そこで先ほども申しましたが、やはり児童の保護者からも、そのような声も大きく聞

きます。 

 そこでですね、やはり三毛門小学校は豊前市立の小学校である以上、豊前市立の中学校

に通うことがよろしいのではないかというふうに私は考えますので、市長、最後に御答弁

をいただいて終わります。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 鋭い質問でございます。三毛門小学校の子どもたちの将来にかかわることでございます

し、私たちは吉富中学校の運営を吉富町と共有する組合立として運営している現状でござ

います。 

 ただ、議員が指摘のような声も、私も拝聴しておるところでございますし、将来を考え

たときにどうすべきなのか、私どもも慎重に取り組んでいかなければと思います。 

 やはり先ほど言いました中学校のクラスは確か３クラスずつの９クラスだったと思いま

すが、これが標準校となりまして、きちっとした教育環境というのは、やはり資格を持つ

先生方に教えていただくのが一番の教育環境だと思っております。そういうのを豊前市内

においても目ざしていくべき、というふうに認識しております。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員。 

○１２番 爪丸裕和君 

 よろしくお願いいたします。以上で終わります。 

○議長 磯永優二君 

 爪丸議員の質問が終わりました。 

 次に、古川哲也議員の一般質問を行います。 

 古川哲也議員。 

○１０番 古川哲也君 

 ２番目の質問であります、議席番号１０番の古川でございます。今から発言通告にのっ

とって質問させていただきますが、執行部の皆様には簡潔かつ前向きな答弁をお願いいた
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します。 

 まず、質問に入ります前に、昨日ですね、きょうの一般質問のために、ちょっと自宅で

勉強しておりましたら、新聞を見てもテレビを見ても、７年前の３月１１日、東日本大震

災で大きな犠牲を、その復興に向けて７年間の道のりを報道しておりました。 

 ああ、皆さん、大変な思いでこの７年間、復旧・復興しているな、とつくづく感心しま

したとともに、まだいまだに２千数百名の方が不明であるということに対して、御冥福を

お祈りするとともに、我々も一日本国民としてでき得る身の丈の高さで支援を続けていき

たいなと思っております。 

また、原発の後は７年経っても何もまだ片付いていないというような現状であろう、と

報道されておりました。これにつきましても、私はそういう知恵がないんですが、知恵の

ある方が英知を絞って日本復興のために頑張っていただくことを、心からお願いを申し上

げます。 

 それでは発言通告に従って、一般質問をさせていただきます。 

 まず、初めにコンパクトシティの考え方のまちづくりと題しまして、質問をさせていた

だきます。 

 都市住宅課長ね、日本が大店舗法が撤廃されて、郊外に大きなショッピングセンターが

できたりして、街の商店街や中心街というのがドーナツ化現象になる。それがいけないと

いうことで、ＴＭＯをはじめ、いろんな施策を国はしていき、また法的にもＴＭＯが終わ

ったんですが、コンパクトシティという考え方で国は動いているかと思います。 

 これについて、我が豊前市はどのような考え方でまちづくりを行っていこうと思ってい

るのか、また行っていっているということの考え方があるんであれば、お聞かせを願いた

いと思います。 

○議長 磯永優二君 

 都市住宅課長、答弁。 

○都市住宅課長 向野隆裕君 

 コンパクトシティに対する豊前市の考えでございますが、豊前市におきましても将来に

向け、人口減尐、超高齢化社会が訪れることを考えますと、やはりＪＲ宇島駅を拠点とす

る徒歩圏内等において、医療、買い物、飲食、銀行や行政手続きなどの日常サービスを受

けることができるよう、中心市街地に都市機能が集約されたまちづくりが必要かというふ

うに思います。 

 また住宅地におきましては、バス等公共交通機関により、中心市街地と連結され、自家

用車等に頼ることがなく、生活が可能となるような居住地の形成が必要かと思っておりま

す。いろいろな意見を参考にしながら、豊前らしいコンパクトなまちづくりを目ざしてま

いりたいというふうに考えております。 
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○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 いま全国的には、そういうふうな流れであろうかと思っております。 

 そこで今回は１点、ハローワークについて、ちょっとここで議論をしたいなと思ってお

ります。 

 いま能徳工業団地というのは、皆さん御承知のとおり工業団地で、いろんな会社が立地

していただいております。と共に野球場があり、ソフトボール場があり、武道館があり、

テニスコートがあり、ソフトボール場があり、一体育施設のゾーンであろうかと思います。

やはりゾーン、ゾーンで、物事は、まちづくりはするべきかと思います。 

 そこに一つ、唯一の豊前市にある国の機関であります、行橋のハローワークの豊前出張

所というかたちであろうかと思いますが、このハローワークが、でき得るのなら行政機関

の一翼として中心街にこられるか、こられないか、そういうふうな考えがあるか、ないか

をお尋ねいたします。 

○議長 磯永優二君 

 商工課長、答弁。 

○商工課長 福丸和弘君 

 お答えいたします。豊前市におきましても、先ほど都市住宅課長が申しましたように、

ＪＲ宇島駅を中心に、都市機能を集約させるまちづくりが求められています。 

 その中で、いま古川議員がおっしゃいましたように、市内にございます公共施設の一つ

として、厚生労働省の管轄でありますハローワーク行橋豊前出張所があり、昭和５５年よ

り能徳工業団地内に設置されており、経済状況にもよりますが、現在では１日約４０人程

度の利用者がおられます。 

 このような公共施設を中心市街地に近い場所への移転につきましては、ハローワークを

所管する福岡労働局にできるかどうかを含めて相談し、協議ができればと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 やっぱりね、１日４０人来られる。これは魅力であります。中心街も皆さん見ていただ

ければ、歯が抜けたようにポツポツと空き地があり、また公共の施設が空洞化しているの

も事実であります。 

特に私が住んでいる所で、県の総合庁舎の中に、旧保健所の跡地があります。旧保健所

の跡地は、保健所が行橋に移転してから高速道路の事務所として、ちょっと利用されてお

りました。ただ２年前ですか、高速道路が開通して、その任務を終えてがらんどうになっ
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ております。いろんな施設が空洞化して、中に何も入っていない。 

そういう所に来ていただいて、例えばの話をして申し訳ないんですが、ハローワークを

利用された方がそこに回遊して、中心街で飲食をしていただくとか、また商店街として買

い物とかしていただくような体をなしているかどうかは別として、そこに行って買い物か

何かをしていただける。そういうふうなことになったら、一挙両得みたいなことになろう

かと思いますが、そのことについて、お考えを答弁していただきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 商工課長、答弁。 

○商工課長 福丸和弘君 

 先ほど私が申しましたように、いまハローワークにみえる方は１日約４０人程度と聞い

ております。尐しでも街の中にできればと思いますが、あくまでもハローワークは市の機

関ではございません。今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 私はまちづくりというのは、やはりゾーン、ゾーンで構成されるのが、市民に一番利用

しやすいかと思います。ポツンと一つあっても、中々利用できない。ハローワークという

のは、ちょっと普通と違って中々人に見られたら嫌だなという方も利用されるかと思いま

すが、もしでき得るならば、街の中心街に来ていただいたら、まちづくりの一翼を担って

いただけるんじゃないかなと思いますので、これについてもよくよくお考えいただければ

ありがたいと思います。 

 次に、市民会館についてであります。市民会館建て替え、いろいろ議論をされています

が、私ども中心の振興組合が市長・議長宛に現地の所で建て替えてください、また現地の

所で利用しやすいようにしてくださいということを、要望書はもう数回、数年前から出さ

せていただきました。 

 この中心街にある市民会館、利用するのも非常に不便な点が多々あろうかと思います。

この市民会館について、建て替えの計画があるのか、また次の世代にどういうふうなもの

にしようとしているのか、お考えがあれば、お聞かせ願いたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 まず市民会館の建て替えの有無ということでございますが、これにつきましては、何度

か本会議でも答弁させていただいておりますが、総合文化施設につきましては、平成２７

年度に豊前市総合文化施設建設市民会議というところで御議論いただきまして、建て替え
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については、市民による、より良い文化活動を行う上で必要である、というふうな提言を

いただいておりますので、市のほうとしましてもその方向に沿って検討してまいりたいと

いうふうに考えてございます。 

 どういう内容かということにつきましては、まだ具体的に検討しておりませんが、市民

会館、文化施設として単独なのか、もしくは最近、久留米のシティホールなんかもそうな

んですが、商業施設との複合化、こうした事例もございますので、そうしたことにつきま

しては、今後検討していきたいというふうに考えております。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 今そういうふうな前向きな答弁でありましたが、場所はどうなっていますか。去年やっ

たですかね、課長とちょっとここで議論して、場所の食い違いが多々あろうかと思います。

場所もどうなっているか、その考えがあろうかと思いますので、お聞かせ願いたいと思い

ます。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 場所につきましても、先ほどお答えいたしました市民会議の中で御提言をいただいてお

りまして、２箇所が候補地ということで提言をいただいております。 

 １箇所が現在地、それからもう１箇所につきましては、丸食周辺ということで、提言を

いただいております。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 提言をいただいているのは分かりました。建て替えをする、今度決意ですね。すること

は可能なんですか。しようという計画があるんですか、それをお聞かせください。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 これにつきましては、庁内での検討の中で、今の市の政策課題として、大きな課題が幾

つかございます。そうしたものの経緯を見ながら、市民会館の建て替えについては、その

時期、それから規模等について、今後具体的に検討していくということになろうかと思い

ます。 

○議長 磯永優二君 
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 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 市民会館です。市民会館ちゃ何か、ということを考えていく。今の市民会館は市民会館

の体をなしていないと思うから、私はこういうことを言わせていただいています。やっぱ

り市民の皆さんが使いやすい市民会館であってほしいと思います。 

 よくよくいま芸術やらコンサートをする人、特にカラオケ大会とかする人は、吉富のフ

ォーユー会館や椎田のコマーレとか使って、市民会館に来ないんですよね。何でかと聞い

たら音響もよくないし、かつ２階も耐震というか、椅子もとっぱらってしまって、２階も

入れない。下も４００くらいで、造りも私の一つ先輩でありますので、５４年前の造りで

あります。中々市民の要望に応えにくい市民会館である。 

 であるならば、これは建て替えがもしできなかったら、当面使えるように改修するとか

いうお考えがあるかないかも、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗燒憲児君 

 現在の市民会館につきましては、議員御指摘のように大ホール２階の観覧席は、コンク

リートの強度不足ということで利用ができない状態、それから高齢者や障がいをお持ちの

方に十分対応した施設になっていないということで、公共施設として不備があるというふ

うに認識をしてございます。 

 それで、仮に建て替えをというスタートが切れたとしても、やはり最低５年、下手した

ら１０年くらいかかるという認識をしてございますので、その間、どうしてもあの施設を

使うということになりますので、施設を使う上で基本的な機能については、改修等、可能

な限り必要かというふうに考えてございます。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 私は、あんまり建て替えることが決まった所にお金をつぎ込むのは良しと思っていませ

んが、あそこを利用するに当たって、市長ね、あそこは選挙の投票所にもなっているんで

すよね。あの階段を上がるのがきつい。例えばエレベーターがある、何かがあれば、車椅

子でも何でもできるでしょう。正面から見たら右側ですね、右側に坂があります。あれを

上がって正面から見て右側の扉から車椅子が入れるようにしていると、市の方々は説明し

ていますが、あの右側から上がる道も舗装もされていないでガタガタだし、木の根っこは

出ているし、中々利用しづらい。 

 せめてもう何年使うんであれば、そういうことにやっぱり市民の方にやさしいような造
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り、やさしいようなことをするべきかと思いますが、市長のちょっとお考えをお聞かせ願

いたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 現在の市民会館につきましては、市民の皆さんの要望の非常に大きい、何とか文化施設

としても、また市民の使う施設として相応しいものにという要望が多いことは、十分に理

解しておるところでございます。 

 ただ、すぐにできる環境にないのが財政状況を含めても今の市の実態でございます。こ

れをどのくらい使っていくのか、非常に微妙なところでございますので、ここで明言がで

きるようなことではございませんが、いま御指摘にありましたように、バリアフリーとい

う観点からいけば、まだまだ整備がきちっとできていない。そういう意味では貴重な御意

見でございますので、ちょっと調べさせていただければと思います。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 ぜひとも、よろしくお願いします。 

 それともう１点、あの地は私たちが住んでいる八屋の中でも一番高い場所であります。

防災の観点からすると、あっこが海抜が確か１０メートルくらいあろうかと思います。そ

うしたら避難するときに、あそこの２階、３階まで避難すると、想定の津波はクリアでき

るだろうというような観点もあります。 

 市の公共の市民会館ということではなく、防災の拠点としても考えて、複合的な考えを

していただいて、私たちの思いは、あの場所で、特に後ろに町村会館があります。その後

ろにはジグザグホールがあります。ジグザグホールは豊前市の建物でありますし、土地も

豊前市でありますし、またあっこが一大のゾーンになれば、コンパクトシティの考え方に

寄ろうかと思いますので、市民会館のことはよろしくお願い申し上げます。 

 次にもう１点、ＪＲ宇島駅のトイレのことについて、ちょっとお聞かせ願いたいと思い

ます。これは幾度か前にトイレのことを言いました。それでトイレの改修をするというこ

とが耳に入って、大変私は嬉しく思っておりました。 

 それで課長から改修が終わりましたよ、と言われて、私は見に行きました。愕然としま

した。ちょっとこれはないだろう、というような思いがしました。 

 あのとき、ここの一般質問で、男性がトイレをするときに、女性がそこの横を通って行

かなくちゃ用を足せないということを、この場所で質問をさせていただきました。あまり

にも、女性も入りづらいだろうけど、男性も嫌な気持ちがするということを、この場所で
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言わせていただきました。 

 改修して、あっ、改修したんだな、と思って見させていただきましたら、もうちょっと

どうかならんかなということは、ＪＲも一民間企業でありますから、中々市とどうするか

ということがないとは思いますが、公共交通機関として、やっぱり一翼を担っているとい

う自覚を持っていただいて、もうちょっとどうかできなかったんだろうかと思いますが、

課長の認識をちょっと聞かせてください。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 いま議員さんのおっしゃるように、私もＪＲさんのほうからトイレの改修をしましたと

いうことで御説明を受けて、実際に現地に行ってまいりました。やはりＪＲさんとしては、

利用者の方々にやはり一定の配慮ということで、今回の改修をされたんだというふうに認

識をしてございます。 

 やはり民間の企業さんのほうで対応をされるところでありますので、ああしろ、こうし

ろというところではないかと思いますけれども、やはり利用者さん、まちの方からそうい

う声があるということであれば、お伝えをするというところは必要かなということでは考

えてございます。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 市長ね、ちょっとその認識を、市長は見に行かれたですか。ちょっと分からんですか。 

（市長、首をふる） 

そうですか、ちょっと一遍見ていただいて、これが改修かというような。ちょっと見てい

ただいて、もしよければＪＲのほうに進言というか、苦言というか、していただければあ

りがたいと思いますが、市長の答弁を求めます。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 申し訳ありません。まだ見に行っておりませんでしたし、使っておりません。 

 ただ、トイレというデリケートな場所でございますし、清潔感としっかりと男女の使い

やすい、そういう配慮が必要な施設でございますので、早速見に行きまして、これでは、

というところがありましたら、また教えていただき、必要であればＪＲに申し入れをした

いと、こういうふうに思います。 

○議長 磯永優二君 
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 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 よろしくお願いいたします。百聞は一見に如かずでありますから、一回見ていただけれ

ば。私も見に行かせていただきました。もうちょっと余りにもお粗末というか、余りにも

ちょっとこれじゃないんじゃないかなと思っておりましたので、ここでちょっと言わせて

いただきました。 

 それでは、次に移らせていただきます。今年度の問題について総括ということで、４点

ほどあげさせていただいておりますが、順番は変わりますが、まず初めに去年・一昨年で

したか、消防職員の不正のことがありました。これについて、私はちょっと噂で聞いたん

ですが、もう彼女も刑が終わって出てきているということをお聞きしました。 

 それに対して、今度は、市長はその前に言われました。刑事もいったんだけれども民事

でもいくということを言われました。その後、我々も知る機会が中々ないで、私は広域圏

の議員になっておりませんので、そこで聞くことがちょっとできませんので、その点に、

これからその後ですね、この民事がどうなったのか、この職員に対しての裁判等々を含め

て、経過がお答えでき得るんであれば、お答えいただきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 いま御質問いただきました点は、あくまで京築広域圏消防本部に係る案件でございます

ので、私のほうからの答弁につきましては、事前に通告を受けておりましたので、それに

ついて広域圏消防本部より情報提供ということをしていただいてございますので、その報

告というところで御了承いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 今お尋ねのありました点ですね、民事訴訟の関係、使途不明金の取扱いで、ということ

でのお尋ねかと思っておりますので、その経過を御報告申し上げます。 

 平成２７年１０月に刑事訴訟、その後、２８年の１０月、刑事裁判の判決が下りて、懲

役刑のほうが確定してございます。その刑事訴訟のほうで認められた部分につきましては、

全額弁償ということで意思が示されておりまして、一部が弁償されておりまして、現在も

弁償が継続されているという状況でございます。 

 この刑事裁判で認められた横領額を除きます使途不明金についても、元職員に損害賠償

を請求ということで、２９年３月に損害賠償等事件として京築広域市町村圏事務組合によ

りまして、民事訴訟の手続きが行われておりますけれども、現在も係争中でございます。 

 被告のほうが争うという姿勢でありますことから、裁判が今後長期化するんではないか

というところも見込まれているという状況でございます。 

○議長 磯永優二君 
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 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 係争中ということでありましたので、これはもうこれで話は終わらせていただこうと思

います。 

 次に、市の職員の不正についてであります。これもこの議会が始まる前に、総務課長の

ほうから御説明をいただきまして、ある程度のことは説明をいただいたんですが、たまた

まテレビを見ていたときに、日本を代表するマラソンランナーが窃盗事件を起こしたと、

執行猶予中にまた窃盗事件を起こしたということで、クローズアップされておりました。 

 これがですね、病的なものであって、クレプトマニアという病名だそうです。私もこれ

は初めて聞いた名前ですが、摂食障害やストレスでこういう病気が起こるらしいんであり

ます。でありますから、よくよくこの方も病的なものがあったんではないか。 

 私は損得勘定で考えると、した罪より、自分が与えられた制裁のほうが凄く大きいかと

思います。１千万円という大きいお金でありました。全額弁償して、罪に問われるわけで

ありますが、その代償としては、市を懲戒免職になり、かつ社会的制裁、要するに近所か

らはいろんな目でみられる、また子どもたちがいろんなことを言われるとかいうことを鑑

みますと、社会的制裁が凄く大きいんじゃないかなと思っております。 

 それでもこれに手を染めるというのは、考えたら病的な部分もあろうかと思いますが、

これについて認識はあるでしょうか。 

○議長 磯永優二君 

 総務課長、答弁。 

○総務課長 池田直明君 

 お答えします。先だって全員協議会のほうで、私のほうから事件の詳細については報告

したとおりでございますが、今回の事件についてですね、いま議員さんから御指摘のあっ

た、そういう環境に陥ったときに、自分で正常な判断ができないような状況に陥るという

状況は、どの過去の事件にしても、やはり起こっている状況でございます。 

 こういうものについては、やはりそれに陥る前に、何らかの心のサポートなりメンタル

ヘルス、ストレスチェック、こういうものを踏まえて、そういう方の早期発見、早期治療、

こういうもののために、私どもとしては今回の再発防止委員会の中でも議論があったとこ

ろでございます。以上でございます。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 そこでね、やっぱり市長ね、考えておかなきゃいけないのは、皆さんはやはり倫理観が

高くすばらしい方が多いかと思います。ただ、こういう予備軍がいないんだろうか、その
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辺まで含めて考えていかなければならないのかなと思います。 

そこ辺について、課長、その精査というか、しているんでしょうかね。他の職員に、嘱

託職員も含めて、そういうふうなことを調べるというか、そういうことを考えているんで

すか。 

○議長 磯永優二君 

 総務課長、答弁。 

○総務課長 池田直明君 

 今回の再発防止策の一環として、やはりコンプライアンスなど職員の意識改革、また職

場のコミュニケーションの活性化等にも取り組んでいかなければいけないというふうに考

えております。 

 今回の事件については、弁護士にも相談、指導をいただいているところですが、全職員

を対象に、弁護士を講師にお招きいたしまして、コンプライアンス研修を２月に実施した

ところでございます。 

 また心のサポートといたしまして、職員の悩みや問題について、いつでも速やかに専門

的な相談を受けることができる窓口の紹介を行うとともに、職場でのコミュニケーション

不足、これはやはり問題の隠蔽や不正行為を引き起こす要因となることから、定期的に管

理職による個人面談を実施するとともに、報告や意見、相談がスムーズに行える風通しの

良い職場づくりを進めていきたいというふうに考えております。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 この問題で最後に、市長ね、やっぱり一番は、こういうことがあったんだということを

認識して、もう二度とこういうことはさせないんだ、しないんだ、というような考えを全

職員に共通認識してもらうのが一番だと思います。 

 それともう１点は、風化をさせないこと。もうこれ、こういうことがあったなあ、とか

言って、笑い話で終わらないように、こういうことをしてしまったということで、やっぱ

りここで何回も言わせてもらっていますが、公務員に対して市民からの風当たりは、皆さ

んが思っているより強いですよ。これはそういう認識を持ってもらったほうがいいと思い

ます。 

 たぶん市民の方も賢い方が多いから、直接は言わないでしょう。がしかし、裏に行けば、

なんだ市役所の職員は、という方も結構おられるんですよ。これは我々よくよく聞くんで

すよね。特にお酒が入ると本音が出るということがありまして、そういうことが多々あろ

うかと思います。 

 それで市長ね、これを最終的に風化させないように、皆さんの共通認識とさせるように、
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市長の決意を、やっぱり今年度の最後に総括として答弁をいただきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 あってはならない事案が発生いたしまして、本当に市民の皆さんには申し訳ないと思っ

ているところでございます。 

 いま御指摘がありましたように、やはりこの事件をどのように、ある意味では教訓にし、

生かしていくのか、このことが風化をさせないということだろうと思います。 

 私たちは、やはり公務員として市民の皆さんにきちっと説明のできる対応をしていかな

ければと思いますし、先ほど課長が御答弁申し上げましたとおりでございます。ただ、そ

んなことで大丈夫か、という声はおありだろうと思います。 

現に議会の皆さんからは、例えば多重債務をかるってしまった、持ってしまった、そう

いう人たちは精神的に普通ではない。やはり追い詰められた状況になると、何をしでかす

か分からないというのが人間だろうと思います。公務員であろうと民間の皆さんであろう

と、変わりないところだと思います。そういう人たちに、どういうふうに近づいていける

のか。追い詰められた方々が本当に心を開いてくれるのかどうかというのが、非常に難し

いところだろうと思います。 

 ただ、これを手をこまねいてばかりではいけませんので、私たちもあらゆる手を尽くし

ながら、そういう人たちの心を開き、また直接上司や我々では中々相談できないというと

ころがございましたら、確か県のほうだとか他の団体にもそういう窓口がございます。職

員、また市に働く皆さんには、そういう機会もあるぞということを極力周知し、そして自

分を追い込まない、まさに正常な判断ができない状況から脱してあげる。このことがやは

り大事じゃないかと思います。 

 御指摘いただきました御意見をしっかり踏まえながら、対応していきたいと思います。

以上でございます。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 このことは、ここで質問を終わりますが、市長、心にとめて、まっとうなと言ったら失

礼ですが、市民から信頼される行政機関であってほしいと思っています。 

 続きまして、上水道の問題であります。これは前々からここでよく議論させていただい

ておりますが、いよいよ平成３１年４月から伊良原の水がくると思います。いま耶馬渓か

らきている水が３８００トンで、伊良原から２６００トン、合わせて６４００トンの水が

くるということが、もう避けて通れない、目の前にくる現実であります。 
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 このことについて、課長ね、私は前から言わせていただいております。豊前市がこの前

の答弁で、１日５５００トンくらいが豊前市の要る水ですね、合わせたら９００トンの超

過になろうかと思います。もしでき得るのであれば、豊前市は人口が減尐しておりますが、

人口が増えている行橋市さん、苅田町さんとかに責任水量がお願いできないかどうか。 

ここも私は水道の企業団の議員ではありませんので、そこで議論ができませんが、そこ

に出向している、市長は企業長でありますし、課長も監事になっておられると思いますの

で、そこ辺ができないか、答弁をお願いしたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 上下水道課長、答弁。 

○上下水道課長 小倉良一君 

 おはようございます。それではお答えさせていただきます。 

 議員おっしゃいますように、平成３１年４月から京築地区水道企業団から伊良原の水が

６４００立方メートル、責任水量の水が来ることとなっております。それに伴いまして、

現状の配水量からしますと、１日当たり８５０立方メートル程度の余剰水が出るというよ

うな状況になります。 

 この水をいかに減らしていくか、これからいろんな受水する企業等の確保に向けて頑張

っていきたいと思っております。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 そこでですね、いま８５０トン余剰するとありますが、ちょっと議論を変えて、豊前市

には優良な井戸水が、山水池があります。水が余るんで、この井戸水を使わないでいいよ

うになりますが、私は井戸水をあまり使ったことがないんで、分かりませんが、人に聞く

と、井戸水というのは、水を出しよかないと水が変わらない、出にくくなるし、かつ水質

も良くなくなるということを聞きました。 

 これからの予定で、その井戸水はどのような対応というか、対処をするのか、ちょっと

お聞かせ願いたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 上下水道課長、答弁。 

○上下水道課長 小倉良一君 

 それでは、井戸水の現状等について、御説明をさせていただきます。 

 現在の上水用の井戸施設については、１０箇所、上水道課で管理をしております。この

内、９箇所を取水して供用中でございます。井戸の平均取水量としましては、１日当たり

１８５０立方メートルになっております。この水を塩素滅菌処理を行いまして、主に八屋、
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宇島、赤熊地区に給水をしております。 

 井戸水の水質管理につきましては、水道法等の関連法令に基づきまして、定期的に検査

をしておりまして、全水質項目について、正常値を維持しているところでございます。 

 井戸水を必要ないと言って使わなくなった場合につきましては、議員御指摘のように水

質が悪化する等の不具合が出てきます。このようなことがないように、伊良原の水を受水

した後も、井戸を短時間ですけども定期的に稼働させて、水質等の保全管理に努めてまい

りたいと思っております。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 その水質管理をするちゅうだけで、もうその水は使わないということですかね。どうな

んですか。 

○議長 磯永優二君 

 上下水道課長、答弁。 

○上下水道課長 小倉良一君 

 水量的には１日に数時間等の運転になりますので、量的には１０トンから５０トン程度

の水になろうかと思います。それは当然、伊良原の水とブレンドして配水していくという

かたちになってまいります。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 そこでね、やっぱりいろいろ論点があろうかと思いますが、市長に、これは酷なことを

何回も聞くので申し訳ないと思いますが、京築水道企業団ができてから、２６００トンの

責任水量がくるというのは、市長の前の前の方がお約束されたということであります。た

だ、行政は継続でありますから、そこはクリアしていかなければならないのかと思います。 

 そこで、このことについて、やっぱり水道が８拡で大きく広がっていっても、昔からボ

ーリングで井戸水がある方は、中々水道に接続していただけないのも事実でありますし、

そこに水道が通ったということでも、下水もしかりですが、そこに通っても中々接続して

くれない。 

やっぱり自分の家庭に昔から井戸がありボーリングしている。そこから言い方が余り良

くないですけど、ただの水が出る。そうしたら水道につなぐと基本料金が１６００なんぼ

かかって、それから使用料がかかる、そういうふうになります。 

 中々つなげていただけないのも事実でありますが、やっぱりね、豊前市の水道は安全な

んだ、美味しいんだということがあれば、啓蒙啓発で水道につなげていただきたいと思い
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ますが、どのような市民の方に啓蒙啓発をされておりますか。 

○議長 磯永優二君 

 上下水道課長、答弁。 

○上下水道課長 小倉良一君 

 啓蒙啓発につきまして、お答えをいたします。現在、本水道の給水区域の状況ですけど

も、計画給水区域内人口の２万２９１０人に対しまして、給水人口が１万８０２０人、利

用率が７８．７％ということで、２８年度決算で示されております。 

 このような状況で、水道のＰＲにつきましては、工事等で現地に水道管の工事に行った

ときに、周辺住民の方に接続のお願いをしたり、工事説明会などにおきましても、利用の

ＰＲを行っております。 

 利用者増に向けて具体的な案内としましては、お客様から井戸水の水質検査の斡旋等も

相談があった場合につきましては、関係機関への水質検査の斡旋等も行っておりまして、

１件当たり大体８千円程度になりますので、井戸水の水質を検査していただくようなこと

も御案内させていただいております。 

 その中で水道水の安全で安心な水ということを強調して、切り替えのお勧めをしている

ところでございます。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 安心でおいしい水ということをＰＲしていただいて、豊前市民の方に水道に接続してい

ただいて、尐しでも水がくるのを有効利用できるようにお願いしたいと思います。 

 それでは次に、教育問題について質問させていただきます。何回も何回もこの場で同じ

ことを質問して、嫌がられると思いますが、でき得るまで根気よくしていこうと思ってお

りますので、覚悟しておいていただければありがたいと思います。 

 まず初めに今年度、青豊高校等に中津の方が受験をされたかと思います。まだ合格発表

がない時期ですので、中々どれだけ合格されたかとは言えないでしょうが、受験されたの

が３月７日ですか、入試があったので、そのときの受験の方で結構ですので、お答えいた

だきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 御質問ですが、おっしゃるとおりで、先週の７日に平成３０年度の福岡県立高等学校の

入学者選抜の一般入学者の選抜学力調査が、いわゆる一般入試が行われたところでござい

ます。 
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 御質問の件ですが、県外、大分県ということで限定でいきますが、平成３０年度、この

青豊高校への一般入試・推薦入試、分けて説明いたします。推薦入試のほうで４人、一般

入試のほうでは受験者数ゼロということでございます。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 この枠という言い方は悪いんですが、私が聞いたところによると、大分県から概ね入学

予定者の１割をというような話でありましたが、これはそれだけ志願者数、志望者数が尐

なかったということで、こっちから来んでください、とか言ったわけじゃないんですよね。

向こうからそれだけしか受けなかった、そのくらいしか申し込みがなかったということで

理解してよろしいですか。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 入試その他に関しましては、県立のほうの事務でございますので、私も青豊高校の事務

のほうに確認させていただいて回答をいただいた次第です。特別に拒否をしたというよう

なお話は、特には伺っておりません。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 そうしたらですね、これは分かるのかどうか分かりませんが、上毛中学・吉富中学から

は、例年どおり中津、大分県のほうに枠の方が受験されたんですか。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 御質問の件ですが、中津市内の県立高等学校へは、従前から福岡県側から吉富中学校と

上毛中学校からということで受験している。これも中学校のほうに直接伺ったところでご

ざいます。 

 内訳も含めて御説明申し上げますと、それぞれ中津南高校が吉富中・上毛中からは８人

と６人で１４人。北校には同じく７人と４人で１１人、東校は３人と４人で計７人という

ことで、合計３２人ということで伺っております。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 
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 先ほど言いました、この３２人というのは、青豊高校が１割大分県から受ける３２人と

符合するかと思います。それでバーターとして受け入れるようになっているんですが、青

豊高校が中々入りづらいのか、人気がどうなのか分かりませんが、４名しか来ないという

ことで、我々からすればいいんじゃないかなと思っておりますが。 

 そこで、問題は豊前市立の中学校に通っている生徒のことであります。私はここで何回

も言わせていただきますが、私たち、私も豊前市の市会議員でありますし、豊前市民の生

徒が進学しやすいようにするのが我々の務めだと思っております。 

 公平性を保つと、きょう爪丸議員も先ほど議論になっておりましたが、三毛門小学校の

児童が吉富中学に行く、吉富中学に行ったら、その３つの学校の門戸が開く。ならばちょ

っと横で八屋中学に行った。もう本当に距離的にはちょっとですよ。清水町の方と赤熊の

人は、本当に隣同士の方もあるかと思います。それで八屋中学に行った。八屋中学に行っ

て一生懸命勉強したけど、門戸がない。要するに選択肢がないんですね。 

 私はここでいつも言わせていただいているのが、その枠に入る、何人ちゅう所に入るの

は自分の努力ですよ。自分が一生懸命努力して、そこに入ってそこを受験できるなら分か

るんですが、ゼロと１じゃ全然違うんですね、市長。やっぱりそこに行くことができ得る

というのが、選択肢があればそれに向かって勉強もするし、スポーツもするでしょうし、

やっぱりそこにないとなると、中々問題があろうかと思います。 

 何で、ここでこういうことを言うかと言うと、我々は県境の市であります。上りはある

んですが、下りはもうないんですね。下ったときに高校はない、青豊高校しかないんです

よね。そりゃ福岡県の真ん中にある学校は、上りも下りも東も西も行けるでしょうが、我々

の選択肢というのは、もう上りしかないわけなんですね。そこで私はここでいつも質問に

立たせていただいております。 

 それで教育長ね、いつも吉富・上毛と言って、いろいろ話させていただいていますが、

感覚的として、我々豊前市の生徒が中津まで行けるような門戸が広がるかどうか、感覚的

にで結構ですので、答弁をお願いしたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 教育長、答弁。 

○教育長 中島孝博君 

 これまでも繰り返し御指摘をいただいているところで、改めてこの件にかける議員の強

い思いに、私自身も敬意を表しております。 

 感覚的にと申されても、大変難しいところで、私としては議員の先ほどの説明にもあり

ましたように、歴史的関係から大分県への入学が、進学枠を吉富町・上毛町が持っている

ことと同様な扱いが、すぐに望めるというふうには思いません。それは大変難しいことだ

ろうと思います。 
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 ただ、さっき地理的なことをおっしゃいましたけど、清水町と赤熊ですね、ほんのちょ

っとした差で入れる、入れないとなっている、そのことはやはり公平性に欠けるのではな

いかなと思います。 

物理的に青豊高校が存在するのは豊前市であります。その豊前にいる、そこで小学校・

中学校へと進学している子が同じように、福岡県は大分県からの受入れ枠を県外枠として、

青豊高校だけではないですけど、佐賀県、熊本県、そして青豊がこれに当たりますけれど

も、大分県境の一部の高校に県外枠というのを設けました。５％、あるいは１０％ですね、

こういった状況に広めたのに、大分県側には行けないということは、平等感を欠くと思い

ますし、同じような扱いができないのかなと、私も願っているところです。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 いま教育長ね、歴史的にと申された。歴史的にそうかもしれないけど、環境が変わって

いきよるんですね。これも踏まえとってください。 

私はここで何回か言わせてもらいましたが、当時は築上東高校がありました。築上東高

校には中津の生徒が来られていました。そしてバーターという言い方は悪いですけど、吉

富・上毛の方が中津に行けた。これはね、歴史的にそうですよ。 

ただ、もう環境が、築上東高校がなくなって、もう豊前市には青豊高校しかなくなって、

環境が変わっているんですね。だから環境が変わっているから、私はこれを議論にしてい

るんで、そこ辺は考えを新たにして、地道にかつ継続的にこのことを議論していただける

ようにお願いしたいと思いますが、これについての御答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 教育長、答弁。 

○教育長 中島孝博君 

 先ほど私が歴史的にと申しましたけれども、そういった状況が変わっていると、高校が

統合されて、旧築上東高校を含めて青豊高校がある。それが豊前市だという説明も、私も

前回の議会でしたか、直接、福岡県教育委員会の教育長に申し入れしたと申しましたけれ

ども、そういった中でも説明させていただいております。 

 そうした中での豊前市としての考えだということは、お伝えしたところですし、去る１

２月議会の後も京築教育事務所長の所長に同行を願いまして、この本件の直接の所管は福

岡県教育庁企画調整課になるんですけれども、そこの課長に直接詳しく要望を伝えに出向

いたところであります。 

 私としましても、この件については、この取り組みで終わりとすることではなくて、こ

れが具体的なアクションの第一段階、第二段階というふうに捉えております。 
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 今後も粘り強く豊前市としての考えを訴え続けていきたい、というふうに思っておりま

す。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 よろしくお願いいたします。 

 時間がなくなりましたので、最後の質問をさせていただきます。 

 市長の、議会初日に、この議場で所信表明演説を聞きました。そのことについて、幾点

か聞きたかったんですが、もう時間がありませんので、１点だけ聞こうと思います。 

 その文言の資料をいただきましたが、所信表明で、し尿処理の問題、安全安心のまちづ

くり、人口減対策、健康福祉の充実、高齢者を含めてですが、産業振興、教育・文化の充

実、行財政改革、という名目で所信表明をされました。 

 いろんな分野で聞きたかったんですが、ちょっとまたこれは後日に聞くこととして、今

議会で１点だけ。人口減対策について、ちょっとここで議論をしようと思っています。 

 それで人口減対策、市長はＵＩＪターンを考えて、人口減をとめるんだということであ

りました。それで私はこの頃考えて、２月ですか、企業説明会をして、豊前市の企業をＰ

Ｒしたということを言われました。 

 企業があって働く所があったら、人が住むんかなというふうに、昔は、私は思っており

ました。よくよく考えて、豊前に住んでよそに仕事に行っている方は結構多いなと。やっ

ぱりね、人口減対策は、企業や働く所があるのもしかりですが、地域のコミュニティや、

例えばここにお祭りがあるから、ここから離れたくないとか、ここにこういう催しがある

から、ここから離れたくない。ここにこういうものがあるから、家庭が好きだから、ここ

からどこかに通うんだということで、この地におられる方も結構おろうかと思います。 

 市長のお考えにあって、企業のことをよく知っていただき、自分に合った企業を見つか

った方がいれば幸いです。初めての試みであります。多くの方に参加いただき非常に喜ば

れており、今回の説明会が定住・移住の一助になればと考えております、ということであ

りますが、市長のお考えを、ちょっとお聞かせ願いたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 市長、簡単に。 

○市長 後藤元秀君  

 人口減対策というのは人口増ということで、維持もしくは増ということだと思います。 

 先般の企業説明会は、マッチングという、全く豊前市にありながら、豊前の企業がどん

なものを作っていらっしゃるのか、どんな人がいるのか、それさえも知らないという方が

たくさんおられるということが今回判明しました。 
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 やはり今回は製造業だけに絞りましたが、これからは第３次産業、サービス業なども含

めて広げていきたいと思っております。 

 これは多方面にわたる施策が人口増、人口維持には大変必要だと思っておりますので、

お知恵をいただきながら頑張っていきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 それとね、もう１点、ちょっと書いています。豊前市の人口の１％は１３１行政区で分

けると、１区当たり２名増やす計算です。行政区の方々の親戚等に本市に転入してもらえ

ば、可能性はゼロではないと思います、ということは、これはどういうお考えでおっしゃ

ったんでしょうか。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 人口増１パーセント論、維持をするためには１パーセント増やせば、維持はできるとい

う理論がございます。１３１の行政区、それぞれの区に年間２人ずつだったと思います。

２万６千の人口の内、１パーセントは２６０人でございますので、２６０を１３１で割る

と、２人ずつということになります。２人だったら、何とか手の届くところではないかと。 

人口を２６０人維持しろと言ったら中々難しいんですが、２６０人の、うちだったら、

あの子とあの子を外に出さないためには、どうしたらいいのか、出ている子を引っぱり戻

すにはどうしたらいいのか。姿が見えて議論ができる、また手の届くところにあるんじゃ

ないかという、そういう考え方でございます。 

○議長 磯永優二君 

 古川議員。 

○１０番 古川哲也君 

 最後に、ちょっとこれは、議論はまた次にしましょう。外国人の方をここで取り上げて

もらおうと思ったんですが、時間がないので、一応聞くだけですね。１９カ国２７１名が

豊前におられる。中でも一番最多はベトナムの方で９８名おられる。この方々の消費意欲

とかいうことも含めて、また次の機会で議論させていただこうと思いますので、よろしく

願いいたします。 

 以上で質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長 磯永優二君 

 古川哲也議員の一般質問が終わりました。 

 ここで、議事運営上、暫時休憩をいたします。 
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 なお、再開につきましては、放送にてお知らせいたします。 

休憩 １１時５８分 

再開 １３時１０分 

○議長 磯永優二君 

休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続行します。 

郡司掛八千代議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 こんにちは。三番手の郡司掛です。女性目線で質問いたしますので、答弁よろしくお願

いいたします。 

 性教育の重要性とＤＶの関連について。２月１３日、兵庫県小野市へ視察に行ってきま

した。小野市では、３６５日体制で行政対応を行っておられました。相談は、いつ起こる

か分からないと思います。福岡県全ての機関は、月曜日から金曜日、月・水・木曜日だけ、

土・日・祝日を除く、とあります。 

豊前市では、女性の相談窓口として福祉課の女性相談員、ハートピア豊前で開催してい

る心の相談室があります。行橋京築保健福祉環境事務所などと連携して、土・日・祝日の

相談日を設けることはできないでしょうか。現在の相談の状況と休日対応について担当課

長、それぞれ答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 福祉課長、答弁。 

○福祉課長 則行修子君 

 お答えをいたします。福祉課では、週３回。現在、月曜・水曜・木曜に婦人相談員によ

る配偶者からの暴力防止事業を行っています。この事業は、女性の人間性の回復、及び自

立のための支援を目的とし、相談・助言・指導、また関係機関との連携調整を行っていま

す。 

過去３年間の相談件数は、平成２６年度で７４人、内ＤＶ２１人。平成２７年度で８４

人、内ＤＶ２５人。平成２８年度で６０人、内ＤＶ２１人の実績です。   

 休日の対応についてでございますが、現在休日の相談対応は行っておりません。 

○議長 磯永優二君 

 人権男女共同参画室長、答弁。 

○人権男女共同参画室長 西村礼子君   

 人権男女共同参画室での相談状況についてお答えします。人権男女共同参画室では、毎

週１回、木曜日、男女共同参画の拠点施設である、ハートピア豊前において、女性相談員

による心の相談を実施しています。過去３年間の相談件数ですが、平成２６年度では８５
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件、内ＤＶ５件。２７年度では６４件、内ＤＶ４件。２８年度で７２件、内ＤＶ３件の実

績でした。 

 ＤＶ相談につきましては、内容により福祉課の婦人相談員へつなぎ、相談体制の連携を

図っているところです。また、この相談室は今まで２階にあったのですが、９月議会で補

正予算が承認されたことにより、１階出入り口近くの部屋に移り、顔を見られることもな

く相談室へ入れ、また相談する声も漏れることがなくなり、相談環境が大変良くなり、利

用する方も相談に来やすくなったと思っています。ありがとうございました。 

 次に、休日の相談対応についてですが、豊前市ではまだ対応できておりません。しかし、

県が実施している相談に、電話のみの相談になりますが、土・日・祝日も対応しているも

のがあります。その他にも複数の相談窓口がありますので、市報やホームページ等にて掲

載し、啓発に努めているところです。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 大変相談しにくい問題で、相談者も二の足を踏むことが多いのではないでしょうか。場

所が移動され、来やすい環境になったことは喜ばしいことだと思います。今後のフォロー

をよろしくお願いいたします。 

 次に、豊前市には４年前、当時総合政策課に林田課長が、小学校・中学校・高校生に生

徒目線で、ノートブック型、知っていますか「デートＤＶ」について、という啓発冊子を

作成されましたが、現在どのように配布されているか、お尋ねいたします。 

また、配布先での活用状況を確認されていますか。担当課長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

人権男女共同参画室長、答弁。 

○人権男女共同参画室長 西村礼子君 

 お答えします。啓発冊子につきましては、毎年年度当初、４月の校長会にて意向調査を

行い、希望のある小中学校へ配布しております。また、青豊高校の１年生にも配布し、今

年度は、合計で８００冊以上を配布いたしました。 

また、配布先での活用状況ですが、今回調査をしましたところ、ホームルーム等で説明

した後、生徒に配付しているようです。また、デートＤＶの出前講座を行った際にも活用

しました。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 議長、冊子を開示してもよろしいでしょうか。 
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○議長 磯永優二君 

 はい、どうぞ。 

○４番 郡司掛八千代君 

 このような冊子で、（冊子の提示あり）啓発するには分かりやすく良い冊子ですので、今

後も、ぜひ活用していただきたいと思います。 

 次に、反響はどうだったでしょうか。啓発冊子を見て私のところに問い合わせがあり、

福岡市・北九州市・田川市・築上町・行橋市と配布いたしました。分かりやすく参考にな

ると、大変好評でしたが、豊前市での反応はどうだったでしょうか。担当課長、答弁をお

願いします。 

○議長 磯永優二君 

人権男女共同参画室長、答弁。 

○人権男女共同参画室長 西村礼子君 

 お答えします。啓発冊子につきましては、市外関係者の間では分かりやすいと大変好評

のようです。１月にも、岡垣町より依頼があり郵送したところです。 

豊前市での児童・生徒への配布後の反応につきましては、生徒より、デートＤＶ、こん

なの嫌だわ、などの感想や質問。また、出前講座を行った際には、自分の身を守ることや

ＤＶは心や体を傷つけるものだということが分かった、などの感想がありました。 

啓発冊子は小さなノート型で、文字も絵も可愛らしく、また内容もコンパクトによくま

とめられていて分かりやすいため、今後も活用し、若い年代からも啓発を行っていきたい

と考えております。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 よろしくお願いいたします。 

次に、第２次豊前市男女共同参画行動計画基本目標４の中に、一人一人が大切にされ、

安心安全に暮らせる基盤づくり１に、ＤＶ・ハラスメント等の暴力防止対策の推進を掲げ

ています。 

一般的に暴力を振るうことがＤＶと認識されていると思いますが、ＤＶには色々な種類

があります。このような内容の啓発は、どのように行われていますか。担当課長、答弁を

お願いします。 

○議長 磯永優二君 

人権男女共同参画室長、答弁。 

○人権男女共同参画室長 西村礼子君 

 まずＤＶの種類です。ＤＶは、殴る、蹴る、物を投げる等の身体的暴力だけではなく、
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他に大声で怒鳴る、脅す、無視するなどの精神的暴力。また、生活費を渡さない、使い道

を細かくチェックする、借金を繰り返す等の経済的暴力。さらには、望まない行為を強要

する、ポルノ等を無理矢理見せるなどの性的暴力などが主です。このようなＤＶに悩んで

いる方は、早めに相談機関を利用してほしいと思っています。 

現在、市報やホームページで啓発を行っていますが、今後相談窓口を記載したカードを

トイレに設置するなど、さらなる啓発に努めてまいります。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 女性２３．７％、男性１６．６％と平成２６年度実施の内閣府の調査で出ております。

女性だけの問題ではなく、男性も被害者になっていますので、啓発は女性だけではなく、

男性にもお願いをいたします。 

 次に、行動計画の中に相談体制の強化と共に、暴力防止のためのネットワークの強化と

ありますが、どのような取り組みをなされていますか。担当課長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

福祉課長、答弁。 

○福祉課長 則行修子君 

 お答えをいたします。市の庁内の関係部署や他の機関と連携を取りながら、必要な情報

交換を行っています。 

また、外部機関につきましては、福岡県の配偶者からの暴力防止対策京築地域連絡会議

に出席し、他機関と連携を図り、必要に応じ、京築保健福祉環境事務所、医師会、京築ブ

ロック民生児童委員連絡協議会、京築地方保育協会、京築児童相談所、京築教育事務所、

行橋警察署、豊前警察署、近隣市町村等と連携を取りながら、被害者を適切に支援できる

よう、ネットワークの強化に取り組んでおります。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 機関が大変連携しておりますので、それについてもですね、デートＤＶとＤＶの呼び掛

けだけでは足りないのではないでしょうか。性の低年齢化が叫ばれている今、保護者も情

報共有が大事ではないかと思います。そちらのほうにも、御協力をよろしくお願いいたし

ます。 

現代社会は、携帯、パソコン、本屋などでアダルトの情報は溢れています。それに反し

て性教育を発信する場所は、あまりないような気がします。本当は政府が規制して法案を

作るのが一番良いと思いますが、動きが見られません。 
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子どもたちの将来を考えたとき、性の問題は避けて通れない道だと思います。理解でき

る年齢から教育することで、被害者にならない、加害者にさせない重要な教育と思います。 

豊前市では、性教育の在り方を、今後、小学校・中学校において、どのような取り組み

を考えておられますか。担当課長、教育長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 まず、小中学校の性教育につきまして、若干説明させていただければと思います。 

まず、教育課程段階、あるいは教育カリキュラムということで言いますと、それぞれの

学習指導要領、小中学校それぞれの学習指導要領でも示されておりまして、その発達段階

に応じた学齢期に、主に保健体育等で取り扱われることになっております。 

小学校では概ね中学年から、つまり３・４年から高学年の５・６年に至るまで、中でも

大体概ね高学年、５・６年での保健の授業で、思春期の第２次成長などに関連して学習す

ることになっております。中学校は、基本的には全学年で取り扱うようなっているかと思

います。 

郡司掛議員がおっしゃりました、アダルト情報等に関する対応についてですが、学校で

は、福岡県の県教委の取り組みにはなりますが、県内全ての公立学校で保護者と学ぶ児童

生徒の規範意識育成事業というのを実施しているところでございます。 

この事業を簡単に説明を申し上げますと、発達段階等に応じまして、児童生徒と保護者

が共に学ぶ学習の機会というのを実施しまして、その中で、子どもたち、児童生徒の社会

規範等に対する理解を深めて非行行為に走らない判断力や実践力を育てるとともに、保護

者についても規範意識や養育の責任を高めることを目的にしているということで、こうし

た中で行っているところです。 

学習会の内容につきまして、先ほど御指摘ありましたインターネット等の適切な利用に

ついても取り扱っているということでございまして、児童生徒と保護者の意識付けにも取

り組んでいるということになっております。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 教育長、答弁。 

○教育長 中島孝博君 

 子どもたちの生活実態や成長に思いを寄せた議員の御質問、まず感謝申し上げます。 

さて、御指摘の性教育につきましては、重要な教育内容の一つであると捉えておりまし

て、いま課長が申し上げましたように、これまでも小中学校におきまして、いわゆる健康

教育の中の一つとして、体や心の成長、あるいは命と赤ちゃん。あるいはエイズといった

内容まで学んできているところです。 
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しかし、最近では性の多様性についての理解の進展に伴いまして、性同一性障害、いわ

ゆるＬＧＢＴと言われている、そういった内容についても加えていくなど、その内容は多

様化してきております。加えて、児童生徒を取り巻く環境は、ＩＣＴの普及に伴い、大人

の想像を超えて様々な情報に触れることが可能な状況にあります。大変大きな危険性をは

らんでいるというふうに考えております。 

 したがいまして、学校ではこれまで行ってきた性教育を、時代に見合う内容として、さ

らに充実・進化させる方向で、常に見直しをしながら実施していくことが重要だと考えて

おります。 

また、限られた教育課程の中で行わなければならない学校での性教育でございますので、

その内容の量と深さには、当然一定の限界がございます。したがって、これを補うために

は、児童生徒を取り巻く周りの大人も一緒に学んでいく、ということが大切になっていく

と思います。 

これまでも学校で工夫を行ってきたところではありますけれども、保護者が参観する場

等を活用しながら、性教育を実態に即したものにしていくなどの工夫を、各学校に改めて

指導してまいりたいと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 保護者の理解も大切だと考えております。発育状況が良い現代、生理は低学年で始まっ

ています。ということは妊娠につながり、実際、小学生で妊娠例も全国の中で発表されて

います。それを踏まえ、事が起こってからでは間に合いませんので、早急の対策をお願い

いたします。 

 東南アジアで買春している国のトップは、日本であると言われています。不名誉なこと

ですが、順位は長らく変わりません。そこで問題になるのが性病です。性感染症である梅

毒、トリネポーネ、エイズなどの患者が全国的に増えている。九州・沖縄・山口の９県で

も、２０１７年に感染した人が４５０人を超え、これは全国で福岡県が６番目です。５年

前の６倍以上に増加傾向にあると言われています。 

感染対策は必要不可欠であると思います。感染症を併発した場合、人生を狂う結果にも

つながりかねません。淋病、梅毒、エイズ、ヘルペス、カンジダ、クラミジア、尖圭コン

ジローマなど、横文字が多くなっています。京築地区での感染症患者の報告はあるでしょ

うか。担当課長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 健康長寿推進課長、答弁。 

○健康長寿推進課長 林田冷子君 
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 京築管内の感染症発生状況は、福岡県京築保健福祉環境事務所に問い合わせたところ、

平成２８年度でＨＩＶが検査数５０件で陽性者が１件。梅毒が検査数５０件で陽性者がゼ

ロ。クラミジアが検査数４５件で陽性者が１件。淋病が検査数４５件で陽性者がゼロとな

っております。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 梅毒は主に性行為を通じて皮膚や粘膜の傷から細菌、梅毒トレモネートが侵入し、全身

に様々な症状を引き起こす。国内では終戦後に年約２２万の感染者がいたが、１９９０年

代前半には１千人を割った。だがこの数年で急上し、２０１７年は５７７０人になってい

る。 

国立感染研究所によると、九州・山口・沖縄９県で年間１００人前後で推移していたが、

１６年に２３７人、１７年には４６１人が報告された。福岡県が２２６人で約半数を占め、

次に熊本県７７人と多かった。福岡県では１７年に感染が報告された人の内、男性は１６

８人、女性は５８人。年代別の最多は男性が３０代の５２人、女性は２０代の２９人で、

２２年前の約５倍に増えていた。 

日本性感染症協会の新小倉病院の砂浜良一先生は、原因は不明だが、流行は始まったと

みています、とコメントしております。 

梅毒の怖さは症状の多様さにあると説明する。一般的に感染から約３週間後、菌の進入

部位に指の先ほどの腫瘍ができる。痛みはほぼなく、数週間で消えるが約３カ月経つと背

中や腹等に薔薇の花が散ったような発疹や皮膚が盛り上がる発疹ができる。ただ、これも

やがて消える。放置すると心臓の病気や失明など、重い症状につながる可能性がある。妊

娠中だと胎児に感染するケースもあり、出生時に肝臓の肥大や、学校に通い出す時期にな

ると、難聴・視力低下の症状が現れることもある。比較的、感染力は強い。 

このように、感染は子どもの未来、子育てにも影響を及ぼします。各自治体は保健所な

どで、エイズや梅毒の検査をほぼ毎週実施している。福岡県がん感染症疾病対策課は、検

査は匿名で受けられる。気になったら保健所に相談してほしい、と言われています。 

 私は梅毒の感染症の人を目の当たりに見ました。優秀な人材だったその人は、家族を失

い生涯病気に苦しみ亡くなりました。全て周りのせいではないと思います。自分で守りき

れない人も、守れば防げる人もいるのではないでしょうか。 

性の低年齢化が叫ばれている現代、大人が考えているよりも、子どもたちのほうが遥か

に進んでいます。この問題を取り上げ、資料をひも解いていくうちに、自分自身が若者、

子どもの将来を考えたとき、落ち込みそうになりました。報告されている件数は、氷山の

一角と思うとき、バックの人数は想像以上だと思います。性教育は大事な教育であること
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を重ねてお伝えいたします。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 次に、生活環境問題について質問させていただきます。上毛町の広報紙をもとに質問さ

せていただきます。 

吉富町外１町衛生事務組合で運営する周防苑の状況は、建設から４６年が経過し、老朽

化が進んでおり、毎年改修や修繕を行いながら稼働している。 

２、更新計画の進捗状況は、吉富町の公共下水道につなぎ込む施設を建設する案と、既

存施設を稼働させながら建設、新設する案の二つがある。 

３、豊前市からの共同処理の提案内容は、公共下水道を利用して処理する話しがあり、

また処理方法決定までは既存の環境センターで共同する案が提示されている。 

４、一部事務組合、吉富町外１町衛生事務組合の見解では、豊前市が来年度の予算編成

をしており、もう尐し時間をかけ方向性を判断する必要がある。 

５、吉富町外１町衛生事務組合の更新計画に二つの案があるが、どうして組合で一つに

絞れないのか。２案に絞ったタイミングで豊前市から共同処理の提案があり、決定に至っ

ていない。 

６、豊前市の提案はさておき、現状の２案が本当に良いのかどうか、詳細な検討はされ

ているのか、基本的には一部事務組合吉富町外１町衛生事務組合の中で協議する内容であ

り、上毛町議員もメンバーとして４名いるので、そこで協議されるべきだと思っている。 

７、一部事務組合、吉富町外１町衛生事務組合の意思決定は、非常に時間がかかる上、

一番の問題は、責任の所在が曖昧になることだと考える。当事者意識を持ち、上毛町とし

てどの更新計画が最良かを真剣に検討してもらいたい。まさに一部事務組合の在り方が問

われていると思う。また、広域圏の在り方も考えていかねばならず、担当課を通じてしっ

かり調査していきたい。 

８、専門的見解が必要であり、担当課だけではなく上毛町として、コンサルタントやア

ドバイザーを入れるべきでは。担当課だけではなく、担当課を中心に周辺自治体や様々な

企業と連携しながら考えていきたい。 

経過。当組合、吉富町外１町衛生事務組合のし尿処理場は、建設以来、４６年経過し、

方針計画の検討を進めていました。途中、豊前市広域環境施設組合から、現状施設長寿命

化、液肥化、下水道投入方式などの提案があり、本組合、吉富町外１町衛生事務組合とし

て建設するか、豊前広域環境施設組合に加入するのかを協議を進めていきましたが、現時

点では、まだ方向性が決まっていません。 

新たな動き。豊前市広域環境施設組合は、平成３０年３月３１日、みやこ町が脱退する
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ので組合を解散して豊前市が独自でし尿処理を行う準備を進めています。 

今後豊前市は、し尿処理場での更新計画の再検討を進めることになります。なお豊前市

は、本組合、吉富町外１町衛生事務組合との共同処理を行う場合の受入れについては確保

していく、と議会で答弁しております。 

このように、上毛町は考えておられますが豊前市の対応はどのようにお考えでしょうか。

担当課長、市長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 生活環境課長、答弁。 

○生活環境課長 清原光君 

 御質問にお答えいたします。御質問の文章が長かったので、最初のところから言わせて

いただきます。 

御質問の吉富町外１町環境衛生事務組合の施設についてですけれども、新しい施設でな

いと聞いております。更新計画についても詳しくは私のほうには伝わっておりませんけれ

ども、町報に書かれたような計画をされているものと思っております。 

それから吉富町・上毛町、両町で、組合でしっかりとした結論を出したい、ということ

が書かれたということでございますけれども、その中で豊前市のほうからは、何時でも入

れる状態を維持してお迎えできればと考えております。 

２月の１５日に、上毛町の議員さん、全員の議員さんが環境施設組合と下水処理場のほ

うの視察にお見えになりました。その中でも、大変貴重な御意見・御質問をいただきまし

て、豊前市の状況がどうなのか、３０年度からどうするのか、という御質問をいただいて

おります。 

その中でも豊前市がランニングコストもイニシャルコストも安くて良いものを提供し

ていただければ、それが判断材料になると言われておりますので、その辺をお聞きした上

で、新年度にもう一度検討し直して、再提案させていただければと考えているところでご

ざいます。視察を受けて上毛町の議員さん全員と話し合い、意見交換ができたことが大変

良かったと思っております。 

 それと市長のほうからも所信演説にもありましたけれども、一生懸命というか、一番重

要な課題として、両町には加入を申し入れていくということでありますので、事務方のほ

うも一緒に頑張っていきたいと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 喫緊の課題であり、当面最大の大きな課題でございます。このし尿処理の施設を使った

吉富・上毛両町さんへの働きかけ、更に私どもが使っております公共下水道施設へのつな
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ぎ込みという二段階でございますが、吉富町外１町環境衛生事務組合に対して、２月５日

に、先ほど課長が申し上げましたとおり、私の名前で一緒にやっていきましょう、という

申し入れをしているところでございます。 

経過につきましては、先ほど質問の中でおっしゃられたとおりでございます。私たちは、

やはり近隣の市・町として共同処理をすることが、共同運用につなげることが最もコスト

を安くし、安定的に安全な中で運営ができる、そういう、姿を模索すべきではないかと思

います。 

そういう意味では、これからも引き続き、初日の所信表明の中でも申し上げましたが、

これからも粘り強く、誠心誠意、両町に対して働きかけをしていく、申し入れをしていく

という気持ちでございます。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 前向きな姿勢で、よろしくお願いいたします。 

次に、集落排水と、し尿処理の進捗状況について。先日より、し尿処理施設、公共下水

施設、農業集落排水施設を見学させていただきました。し尿処理施設の現状では、繊維除

去装置では、繊維質のものは細かく分解が必要。浄化槽汚泥では浄化槽汚泥のみ投入し、

し尿混合不可と、脱水機でも、し尿混入の場合、脱水はできません。 

その後、生物膜分離装置、凝集膜分離装置と高度処理で滅菌後放流となっていて、多く

の工程が必要とされていましたが、現在市で検討している、し尿浄化槽汚泥を水で希釈し、

公共下水道に接続するための施設を整備する方法としたことによるコストを計算した場合、

これからの財政削減につながるのではと思います。 

担当課長、市長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 生活環境課長、答弁。 

○生活環境課長 清原光君 

 郡司掛議員さんのおっしゃるとおり、市全体のし尿処理事業を公共下水道事業に一本化

するということは、大きな施設を幾つも運営するよりもコストダウンにつながるのではな

いかと考えております。 

また、伊良原ダムの水が、きょう、古川議員等、皆さんの質問にもありましたけれども、

まいります。その水を無駄にしない一つの方法としてもメリットがあるのかなと考えてい

るところであります。 

ただ、金額等については、伊良原ダムからの受水費等が未決定でございますので、その

辺と、後は公共下水に一本化されたときに、委託料等がどういうふうになるのか、その辺
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をもう尐し検討させていただいて、お知らせできればと思っております。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 課長も申し上げましたとおり、やはり市全体を眺めてトータルで、総合的にコストを削

減していく、無駄を省く。これは重要なことでございます。そういう意味では、能力のあ

ります公共下水道へのし尿処理の一本化というのは、もう必然であろうと思っております。 

また、先般現地で竣工式がありました伊良原ダムからの水、そういうものをトータルで

考えますと、やはり無駄を省いていく、税金を大切に使っていくという意味では、豊前市

だけではなく、周りの市・町も同じだろうと思っております。 

そういう観点からしっかりと税金を大切に使っていく方向で、無駄のない方向で選択を

していきたいと思っております。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 一本化することによって、財政削減は必ず起こると思いますので、前向きに進めていた

だくことをお願いいたします。 

 次に、公共下水道の下処理場、正式には豊前市浄化センターは、供用開始が平成９年３

月、第２期増設標準法で、１日３４００平方メートルの処理能力だったのが、第３期増設、

平成２７年３月に増設したＯＤ法、１日１５００立方メートルを加え、現在の処理能力は、

１日４９００立方メートルになっていますが、第３期増設時にＯＤ法に変えられた理由の

説明をお願いします。担当課長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 上下水道課長、答弁。 

○上下水道課長 小倉良一君 

 それでは、お答えをさせていただきます。下水処理場の処理方法をＯＤ法に変えた理由

についてでございますが、ＯＤ法、正式には、オキシデーション・ディッチ法と申します

が、この方式につきましては、議員御指摘のように現在、豊前市浄化センターの水処理施

設の現状は、全体処理能力が１日あたり４９００立方メートル。その内、標準活性汚泥法

による処理能力が３４００立方メートル。ＯＤ法による処理施設能力が１５００立方メー

トルとなっているところでございます。 

本施設は、当初平成元年度に計画を策定いたしまして、計画処理人口２万４６００人、

計画汚水量を１万３４００立方メートルとして、敷地面積などの条件を考慮して標準活性

汚泥法を採用したものでございます。 
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その後、人口減尐の進行に基づき、平成１８年度に計画の見直しを行いまして、計画処

理人口を１万４０００人、計画汚水量が６４００立方メートルと半減したことに伴いまし

て、汚水処理方式を再検討いたしました。 

その中で、余剰汚泥の発生量が尐なく、維持管理が容易で、機器などが尐ないことによ

り、修繕や更新費が後々安価になるというところのメリットが大きい一方で、二つの異な

る処理方式を運転管理するという問題はありましたが、処理場を管理している業者さんと

十分協議をした上で、変更することといたしました。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 施設も人数と人口と、そういうことによって、また、いろいろ変わると思います。また、

次に説明を、変られたときの説明をよろしくお願いします。 

 次に、ごみ減量について。ごみ減量対策は、どのように市民にアピールしておられます

か。担当課長、答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 生活環境課長、答弁。 

○生活環境課長 清原光君 

 ごみの減量対策は、最終処分場問題等も問題になっておりますけれども、大変重要な問

題です。焼却ごみの減量化と資源ごみのリサイクルを、現在推進を行っていっているとこ

ろでございます。 

市民の皆様へは、市報、それから資源ごみの分別ガイドブックをお配りしております。

それから小学校でも出前講座を行って、ごみの減量、それからリサイクルの推進に努めて

いるところでございます。 

これからの方針でございますけれども、区長会・商工会議所に協力いただいて、ごみの

減量の取り組みの拡大を図っていきたいと考えております。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 これからますます、ごみは増えると思います。それに対しての減量作戦をよろしくお願

いいたします。 

 次に、ごみ減量作戦は、税金の減額にもつながると思います。パンフレットに記載して

啓発活動につなげてほしいと思います。市民の自覚が大事で、何でも出す、今の現状を見

直していただきたいと思います。 

生ごみの堆肥化、土地がない場合は段ボールコンポストで、草木の堆肥化など、いろい
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ろな策もあろうかと思います。経費節減で何に使うか数字で表すと、市民の間にも意識が

変わり、動きが出てこられるのではないでしょうか。担当課長、市長、答弁をお願いしま

す。 

○議長 磯永優二君 

生活環境課長、答弁。 

○生活環境課長 清原光君  

 議員さんが言われましたように、数字に表れれば市民の方も注目していただけると考え

ております。その中で焼却ごみを減らす方法として、段ボールコンポストを使う、家庭で

皆さんが一人一人ができることを試してみる、大変良いことだと思っております。 

市のほうでも、コンポストの新設をされる方に補助金を出しているところでございます

けれども、その辺の推進もしたいと思っております。 

また、議員さんが言われましたように、数字で表す方法として、ごみの収集量を各ごみ

ステーションが尐なくなっても、収集コストは一遍には中々目に見えてこないと思います。 

それとは逆に集団回収、リサイクル事業を取り組んでくださった団体に、奨励金を平成

３０年の予算で計上させていただいているところでございますけれども、この分は、平成

２９年度、ことしまでは子ども会を対象にして、年２回の廃品回収をしていただくと、５

千の図書券を交付するという事業を行っています。１２月の議会の中でも、議員さんから

御質問いただいた中で、５千円の図書券は使いにくいというのと、もっと対象者を拡大で

きないか、という御提案もいただきました。 

それを受けて、商工会議所のほうともいろいろ、焼却ごみの減量化をどうするか、とい

う話しが出ておりましたので、その中でも白紙の燃やす量を減らそうと、分別ができない

か、ということが話し合われています。 

それに併せて、今の子ども会の集団回収の分を、これはこれから文教の委員会もござい

ます、議会のほうにも最後に結論を出していただくようなことになりますけれども、子ど

も会から区長会であるとか、地域の女性グループであるとか、老人クラブであるとかです

ね、そういった公的な団体について拡充して、可燃ごみの減尐ということで、目ざします

ので、新聞紙、雑誌、段ボール、紙類をどうやって分別してリサイクルするかということ

に特化いたしまして、中身をいろいろ言ってもあれなんですけれども、紙ごみの１キロに

対して３円程度の奨励金が出せないかと、いま検討しているところでございます。 

また、それは委員会のほうでも詳しく説明はさせていただきたいと思いますけれども、

それが地域に還元できればですね、やる気につながるかなと思っているところでございま

す。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 
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○市長 後藤元秀君 

 いま課長が申し上げたとおりでございますが、やはり私たちは、ごみの減量というのは、

便利に何でも捨てられるとなれば、どうしても歯止めがきかないような状況になるのが人

情ではないかと思います。知らず知らずのうちにごみを増やしている生活をしているんで

はないか。 

そういった中でそこにかかるお金というのは、例えば豊前市の場合でも、億の単位で、

何億円、１億円、２億円という単位のお金が使われていると思います。１億以上のお金が

毎年使われているんです。 

ただ一方で、同じ行政の中で、２万円、３万円の補助金を目ざして、手続きを一生懸命

やっていただく地域の皆さんがおられますし、学校現場では、３万円、５万円の活動費が

大きな力を、教育効果を出しているというふうに認識しております。 

同じ税金でありながら、一方ではどんぶり勘定でも済めば、決してどんぶり勘定ではな

いんですが、大きなお金だから、そこが見えなくなってしまっている。また、市がやって

くれるから、市がやるんだからと。自分の懐が痛まないように感じている方もたくさんお

られるんじゃないかと思います。でも結局は、自分たちの出す税金の使い道のひとつでご

ざいますので、自分たちが負担しているということに意識を持っていただくようにしてい

かなければいけないんではないかと。 

そういう意味では、担当する部署だけではなく、協働のまちづくり、市民のお力を借り

ながら、市民と一緒に考えていく、活動していく、そういうテーマのひとつに、ごみ問題

を取り上げていただけたらということで、いま最初に課長からありましたように、いろん

なかたちで市民にお伝えをしているところでございますが、まだまだ十分に浸透している

とは思えません。 

しっかりと今後とも取り組んでいきたいと、そして無駄を省き、生きたお金で税金を使

っていかなければと思っているところでございます。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 ごみの減量は、３Ｒがあり、リバイタル・再生、リサイクル・再利用、リユース・再使

用があります。山国川河川の清掃では草刈りのごみが大量に出るとお聞きしております。

燃やして灰にするのではなく、生ごみ、樹木、草を牛糞などと発酵させることで堆肥化す

るなど、民間の力を借りて活用する構想はないでしょうか。考えれば、様々な案も浮かぶ

と思います。 

ごみ減量化と堆肥を配給でき、一挙両得につながると思います。ぜひ御検討をよろしく

お願いいたします。 



- 55 - 

 次に、最終処分場について、お尋ねします。 

最終処分場は、あと４年から５年で、満杯になると聞いております。今のまま、ごみが

増える一方であれば４、５年を待たずに満杯になるのではないでしょうか。最終処分場は

上毛町にあり、次は、豊前市か吉富町の引き受けになると思いますが、候補地の準備はさ

れているのでしょうか。担当課長、市長、答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

生活環境課長、答弁。 

○生活環境課長 清原光君 

 最終処分場の問題。上毛町さんに御迷惑をかけているところでございますけれども、清

掃施設組合の議会、先日３月１日に行われました。担当課長として、私も出席をさせてい

ただいておりましたけれども、組合の事務局のほうとしても、いろいろ調査をやっており

ます。 

候補地をどうするのかという決定には至っておりませんけれども、外部の業者さんに依

頼したときに幾らになるのかとかですね、見積りのほうも徴収していくということで報告

を受けているところでございます。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 私は、清掃施設組合の組合長でもございます。非常に微妙な立場でございますが、御質

問に直接答えられるかどうか、満足のいく答弁ができないかもしれません。 

まず、現状では上毛町、今日は議長もお見えでございます。隣の吉富の議長もお見えで

ございますが、上毛町さんに大変お世話になっております。御迷惑をかけております。本

当にありがたいことで、本当に感謝をしているところでございます。 

その施設が３年余りしかもたないという現状になりました。今後どうするのか。最終処

分場をこれからどうするのかというのを、今からスタートして直ぐにできるのかどうかと

いうのは、非常に微妙な、非常に困難な壁だと思います。 

そういう意味では、取りあえずどういうふうな処分ができるのか、処分しなければなら

ない方法として、どれが現実的な方法なのか。そういうところも、費用も併せて組合の事

務局のほうで調査をしているというふうに認識をしております。 

豊前市としてどうするかというところまでは、まだ踏み込んで、この場で御答弁する状

況ではございませんので、御理解をいただければと思います。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 
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 大変微妙な問題だと認識いたしました。だけど、この候補地の準備はされていないと、

その次の問題が解決しないと思いますので、よろしくお考えのほど、お願いいたします。 

 最後に、公共下水処理場豊前市浄化センターを初めて見学させていただきましたが、約

２１年間経過している施設とは思えないほど、内外が整備されていると感じました。今後

も継続して維持管理をお願いします。 

今回も感じましたが、課同士のつながり、職員間の情報の共有。市長、豊前市をより良

くするためには、大事な課題だと思いますので、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

これで私の一般質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長 磯永優二君 

 以上で、郡司掛八千代議員の一般質問を終わります。 

ここで、議事運営上、１０分間程度、暫時休憩をいたします。 

再開は、放送にてお知らせいたします。 

休憩 １４時０３分 

再開 １４時１５分 

○議長 磯永優二君 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

一般質問を続行します。 

 次に、為藤直美議員。 

○１番 為藤直美君 

 こんにちは。議席番号１番、為藤直美です。３月議会一般質問１日目、最後の質問者と

なります。 

まずは、昨日３月１１日は、東日本大震災より７年、テレビで７年前の映像が流れ、自

然の怖さを再度痛感いたしました。平成２８年４月には、２年前に熊本地震。そして、昨

年７月には九州北部豪雤と、日本は近年、相次ぐ自然災害に見舞われております。心より

御冥福を祈り、災害の復興を願ってやみません。 

また、２月には防災センターに、この瞬間にも心配されています南海トラフ地震の３０

年以内、発生確率が２月に入り７０％から８０％に引き上げられると想定されている中、

豊前市でいま準備することなどを研究し、市民、皆さんの生命と財産を守るための努力を

怠ることのないよう、産業建設委員会、議会運営委員会、合同で視察に行ってまいりまし

た。 

 今回の質問は、３月が年度末ということもあり、今年度質問してきました内容の、その

後の経過についてと、来年度に向けての計画などを質問していきますので、市民の皆様に

分かりやすく前向きな答弁を、よろしくお願いいたします。 

 まずは、６月に質問いたしました内容の一つ目。豊前市指定文化財についてです。 



- 57 - 

約１５年間、新たな豊前市の指定文化財の登録はされておりませんが、以前も説明した

ように三毛門かぼちゃの歴史も古く、昨年２月、九州大学の教授が講演に来られた際にも、

三毛門かぼちゃは指定文化財に認定されてもおかしくない、と話題に出たこともあります。

小学校では栽培指導等、大切に受け継がれ、その様子はテレビ・新聞等で取り上げられて

おります。 

ぜひ豊前市の文化財指定の登録に、とお願いした旨、質問したところ、１０月に入り審

議委員会が行われたことを伺い、１１月の議会報告で報告をいたしましたが、その後の進

捗状況について、担当課長、答弁をよろしくお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 御質問にお答えいたします。議員おっしゃいましたとおり、質問いただいた後に１０月

２６日に開催をされました、豊前市文化財保護審議会において、新たな豊前市指定文化財

の候補として報告をいたしました。 

その中では、植物の専門家によります三毛門かぼちゃの植物学的評価に関する資料など

も紹介しながら、また国の天然記念物に関する文化庁の指定基準などの説明をしながら、

御意見をいただいたところであります。その過程で、本来植物を指定文化財にする上では、

天然記念物という括りになりますので、天然記念物と言いましても、本来は自生、栽培で

はなくて自然に生えている植物が対象となることが多い傾向にございます。 

それで、栽培種である、かぼちゃの指定について、他にほかに事例があるのかどうかと

いった御指摘、また、あるとすればその条件等はどうなんだ、というような御指摘をいた

だいたところでありますので、現在県の教育委員会とも、そうしたところの情報提供を踏

まえて協議をいただいているところでございます。 

その結果を踏まえて、次回の豊前市文化財保護審議会で、再度御審議をいただく予定に

してございます。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 次回の審議委員会の予定はありますでしょうか。 

○議長 磯永優二君 

 生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 次回につきましては、まだ日にちが決定をしておりませんが、今月末、もしくは来月に

ということで予定をしてございます。 
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○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 どうぞよろしくお願いいたします。三毛門かぼちゃだけではなく、今後も検討すべきも

のがある場合には、豊前市の歴史や観光資源のためにも、素早く積極的に御検討ください

ますよう、よろしくお願いします。  

 次に６月、二つ目の質問に、豊前市スポーツ施設の現状とその後の予定について質問し

ました。今回、豊前市民体育館の床の張り替えも終わり、３月４日に新しくなり、今後も

市内外からもたくさんの方が利用されることと思います。 

スポーツ施設全体の施設の見直しをして、多くの方に豊前市に来ていただけるような施

設整備を行ってほしい旨、伺い、お願いしました。その後見直した所、昨年の使用状況等

お願いします。 

○議長 磯永優二君 

生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 体育館につきましては、床の改修ということで研ぎ直しでございます。張り替えまでは、

ちょっといっておりません。 

それで平成２８年度の各体育施設の利用状況等でございますけれども、体育館につきま

しては、年間３万３２４人の利用者、それから野球場につきましては、５６９３名、テニ

スコートにつきましては、８５２４名、ミニグラウンドにつきましては、２０９９名、そ

れと武道館が３４４３名、弓道場が１４６８名、それから市民プールにつきましては、７

月・８月の限定でございますけれども、１万５９１名の御利用をいただいております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 昨年１２月には、ソフトバンクの岩崎選手ほか、選手、コーチがみえ、野球教室が行わ

れました。第１回レクレーション大会が開催され、野球尐年には夢のような時を過ごした

ことでしょう。今後もいろんな競技において、市内外より多くの方が利用できるよう、ス

ポーツ振興がまちの活性化につながるよう、今後の予定・計画等あればお尋ねします。 

○議長 磯永優二君 

生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 現在、新年度予算にはスポーツ施設の一部改修等、予算を計上しておりますけれども、

その他につきましては、今のところ未定でございます。 
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ただ、計画的な整備ということで心掛けてきておりますので、過去には、平成２１年に

は現在のテニスコートをクレーコートから砂入り人工芝。それから平成２３年には、野球

場のスタンドの改修、さらには、その後、体育館の屋根の雤漏り、それから耐震工事を経

まして、本年度、床の改修というようなことで、計画的に必要であるところの改修、それ

から機能強化等を図ってきております。 

今後とも各種計画、それから様々な利用者からの御意見をいただきながら、施設機能の

維持管理に努めてまいりたいというふうに考えております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 何より健康が一番だと思います。たくさんの方がスポーツを楽しみ、スポーツを通して

体も心も鍛えることができ、コミュニティの輪が広がると確信しております。そして、リ

ーダーシップ、助け合い、協調性など、人としての大切なことをスポーツを通して学ぶこ

とができると思います。 

いろんなスポーツで活躍する青尐年育成、そしていつまでも健康でいられる趣味を持っ

てもらえるよう、環境整備のほうをよろしくお願いします。来年度の、スポーツを通して

交流人口を増やし、市民の健康づくりのための施策等を考えておりますでしょうか。 

○議長 磯永優二君 

生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 スポーツを通しての交流人口の拡大でありますとか、地域振興等につきましては、私ど

も行政の中だけでやる事業以外にも、体育協会、それから各競技団体、様々な取り組みを

いただいているところであります。そうしたものを含めまして、今後とも進めてまいりた

いと思います。 

また生涯学習課としても、来年度、これも当初予算の話しになりますので、あれですけ

ども、新たな事業等を検討してまいりたいというふうに考えてございます。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 スポーツをツールにした交流人口の増加、豊前市の活性化につながるよう、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 次に、９月に質問をいたしました、地方創生事業についてでございます。地方創生事業

交付金の事業内容について伺います。地方創生事業には、大きく二つの項目がありました。 

まず、一つは推進交付金についてです。平成３０年までの３カ年計画として、うみてら
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す豊前を拠点とした地域間交流について、昨年までの２年間の実績と、来年度、ラスト１

年間の計画について伺います。担当課長、答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 質問にお答えいたします。では、地方創生推進交付金を活用した事業の内、うみてらす

豊前を拠点とした、地域間交流事業について御説明を申し上げます。 

まず、事業概要についてでございますが、水産業の後継者の育成、雇用の拡大、あるい

は水産物の生産量の拡大、交流人口の増大などを図ることを目的といたしまして、うみて

らす豊前を軸とした地域間交流での相互販売交流、あるいは観光ＰＲ、商品の開発・ブラ

ンド化などに取り組んでいこうとする事業でございます。 

平成２８年度から３０年度までの３カ年事業として、交付金の事業採択を受けてござい

まして、昨年度から事業実施、本年度も継続して取り組んでいるところでございます。 

２８年度につきましては、長崎県松浦市との地域間交流を開始いたしまして、２９年度

につきましては、延岡市・糸島市との交流も開始をいたしまして、うみてらす豊前での、

秋に開催したイベントでは、松浦市のまぐろ、延岡市のしらす、糸島市のサザエなどの販

売を行いまして、大変好評を博したところでございます。 

来年度につきましては、新たに福津市と宮城県の東松島市との交流の開始も予定してお

りまして、さらなる地域間での相互販売交流の拡大を図るほか、交流地域での観光ＰＲに

つきましても継続して実施してまいりたいと考えてございます。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 多くの他県とのつながりを大切にして、残り１年間も次につながるような計画で、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

また、もう一つは、４年間計画として２８年度からスタートしております、連携中枢北

九州都市圏域による、きりんの輝き推進事業についてです。２年間が過ぎ、これまでの実

績と、どのように取り組んできたのか。そして、来年度の予定のほうをお願いいたします。  

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 御質問にお答えいたします。議員御案内のとおり、昨年の２８年度から取り組みでござ

いまして、ただ２８年度につきましては、イベント的に東京で物産展を開催させていただ

いたところです。 
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その成果を踏まえて２９年度につきましては、東京浅草にございます、全国の特産品を

取り扱っております、地域応援施設といわれております、まるごとにっぽんにおきまして、

年間を通じて特産品を出店販売と、２、３カ月毎に計５期、１市町で２、３品を出店、豊

前市からも１０品以上を出店販売してございます。 

途中経過でございますけれども、豊前市から出店された商品が売上１位を獲得し、同じ

く、まるごとにっぽんの中にあります店舗で常設販売というふうな成果を得ることができ

ました。販路拡大につながったという成果も上がってございます。他の出店した商品につ

いても非常に好調ということで伺っております。 

今後、さらに豊前ブランドの浸透、販路拡大に期待が持てる状況であります。 

３０年度につきましても、このまるごとにっぽんでの出店販売を継続して行って、売れ

筋商品の固定化であったり、販売数の増大を図りつつ、今年度の成果・実績を生かした上

で新商品の開発も視野に入れて、豊前の特産品の首都圏への販路拡大につなげていきたい

と考えてございます。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 売上１位ということで、素晴らしい成績であったかと思うんですけれども、中々、市民

の方にＰＲがまだ行き届いていないかなというところで、ぜひそういった良い報告をたく

さん、市民の方に分かりやすく提示できれば嬉しいかなと思います。 

概要にあるように、首都圏で県域の魅力を知ってもらい、認知度の向上のためにも、効

果がみられるよう、よろしくお願いいたします。 

 次に、加速化交付金事業についてです。交通流動調査ＤＭＯ推進事業、観光振興計画策

定業務、観光ＰＲ事業、観光アプリ開発業務、特産品開発マーケティング業務、古民家改

修事業がありますが、これまでの実績と今後の予定について、担当課長、御答弁をお願い

します。  

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 いま議員さんのほうから御案内のございました、地方創生加速化交付金を活用した事業

につきましては、２７年度に採択いただきまして、繰越しをして２８年度に事業を全て完

了した事業でございます。 

その成果を得まして、ひとつ大きなところで言いますと。すいません、前後して申し訳

ございません。その加速化交付金を活用した事業につきましては、主に観光振興というと

ころをメインにした事業でございまして、今後の豊前市の観光振興の基礎・基盤を加速化
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交付金の活用によって作りあげさせていただいたというところでございます。 

中でも観光振興計画の策定業務がございますけれども、これによりまして２８年度に観

光振興計画を策定いたしまして、現在、その計画に基づいて観光振興全般に取り組ませて

いただいているというところでございます。 

それともう一つ大きな事業といたしまして、古民家の改修事業というのがございます。

古民家１軒の御寄附をいただきまして、改修が終わりまして、現在、その地域とも連携を

いたしまして、古民家の運用が開始されているというところでございます。 

今後も地域の方々の御協力をいただきながら、地域との交流も図りながら、ロングステ

イのまちづくりということで、移住・定住に向けて情報発信と共に、利用の活用促進を図

ってまいりたいと。 

その他、交付金を活用した事業でアプリの開発であったり、あるいはパンフレット等の

作成もさせていただきましたので、現在それらを活用してですね、観光振興に取り組んで

いるという状況でございます。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

古民家については、ぜひ定住につながるよう、活用をよろしくお願いいたします。 

また、観光ＰＲ事業について、概要からはインバウンド観光への取り組み、外国語パン

フレット作成、観光プロモーションビデオ作成、観光情報広告、国内外への情報発信及び

観光おもてなし研修を行う、とありましたが、観光おもてなし研修というのは、どのよう

な内容でしたでしょうか。担当課長、御答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 観光おもてなし研修に関しましては、現在、史跡ガイドの方々にいろいろ活躍してもら

っているんですが、人不足と高齢化で、やはり人数が足りなくなっているので、そこをカ

バーするために育成したいと考えております。 

実は２年ぐらい前に募集したときに、ちょっとあまりにも応募の人数が尐なくて、その

まま史跡ガイドのほうの組織に紹介して、直接そちらに入ってもらった経緯がございます

ので、今後も人手、ガイド不足は変わりませんので、再度練り直して、３０年度以降の事

業として、この案内人の確保に努めてまいりたいと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 
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 現在、財政難の中、限られた予算での事業を進める上での、各課、とても大変だと思い

ますけれども、工夫を凝らして業務に取り組んでいただきますよう、また市民へ伝わるＰ

Ｒも含め、平成３０年度の計画についても、どうぞ前向きによろしくお願いいたします。 

 続きまして、次に１２月に質問いたしました、求菩提山頂上付近にある御神体落書きと

いうニュースが、昨年１１月８日に飛び込んでまいりましたけれども、豊前市、国指定史

跡であることから、当時の現状などを伺いましたが、その後の経過、対応などについて担

当課長、答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 １２月議会でも経過等について御説明いたしましたけれども、報告を受けまして１１月

１３日に現地の調査をいたしまして、そこで具体的な落書き等の確認をいたしております。 

この調査結果をもとに１１月１４日付で文化財保護法に基づく、文化財の毀損届を文化

庁に提出をしたところでございます。 

今後の予定といたしましては、今月末に文化庁のほうから担当官が調査に来ますので、

現地の確認をいたしまして、その上で必要な対策について協議をしたいというふうに考え

てございます。 

それとは別に、やはりこうした問題をちゃんと受け止めながら、今後につなげていくと

いうところで、求菩提資料館のほうで、今回の落書き等の事案につきまして、展示をしな

がら広報して、広報に努めたいと考えております。 

それから史跡ボランティアの方が、いま山でいろんな案内をしていただきますけれども、

そういう方にも同様のレクチャーをしまして、案内人の方に、こういう事案がありました

と。非常に大切な文化財なので、こういうことがないようにということで、そういう啓発

のアナウンスも併せてしていただきたいというふうに考えて、現在準備を進めているとこ

ろでございます。以上です。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 豊前市には、素晴らしい自然と文化、そして伝説がたくさんあります。２月には、平昌

オリンピックが閉幕しましたが、日本は過去最高、１３個のメダルを獲得いたしました。 

中でもカーリング女子の吉田選手は地元報告会で、このまちには何もない。小さい頃は、

ここにいても夢は叶わないんじゃないかなと思っていました。でも、このまちじゃなきゃ

夢は叶わなかった、と話していました。 

豊前市の子どもたちが、いつか活躍し故郷を想い、夢を持ってまちを自慢できる、そん
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な地元を守るためにも、地元にしかない自然を分りやすく継承・伝達することが大切だと

感じました。 

また、それには環境の整備が不可欠だと思います。他県、外国など旅すると、まず目に

付くものは景観であります。国指定史跡でもある求菩提山、そして記念館もリニューアル

オープンを３月１日にされ、暖かい春と共に、桜の見ごろを迎えます。ぜひ求菩提山付近

を観光につなげる、来年度の新たな計画などあれば、お伺いいたします。 

担当課長、答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 新たなということではございませんけれども、求菩提資料館の雤漏り等がございまして、

改修工事をしておりまして、３月１日に工事が完了いたしましてオープンいたしました。 

例年開催をしております、お雛祭りを１カ月遅れで開催をしておりまして、休みの日な

どは、多くの見学者の方、来館者の方で賑わっております。 

また年が明けますと、地元では４月の後半にしゃくなげ祭りというというのをやります。

それに併せて資料館でも春の企画展、それから例年募集をしております、写真コンクール

等の展示等しております。ゴールデンウィークになりますと、また犬が岳のツクシシャク

ナゲを見る登山者の方も増えてまいります。 

そういった季節に沿っていろんな取り組みをしながら、交流人口の拡大につなげてまい

りたいというふうに考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 どうぞ、豊前市にしかない自然をより良いかたちで次世代につないでいただくよう、お

願いします。 

また同じく１２月の質問で、１１月１２日に行われました、県民文化祭の素晴らしさを

感じ、もっとこの素晴らしい豊前の歴史・文化を知っていただけるよう、当日見られなか

った市民の方へ、地域の子どもたちに市内で上映できるところはないのでしょうか。多く

の方に見ていただけるよう、ＤＶＤの貸し出しや観光業界関係にＰＲできませんか、と伺

いました。 

１１月に行われ、１２月の質問だったため、まだ未定です、というお答えでしたが、そ

の後、素晴らしい作品でもあります。ＰＲする計画はありますでしょうか。担当課長、答

弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 
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生涯学習課長、答弁。 

○生涯学習課長 栗焼憲児君 

 県民文化祭のイベントにつきましては、ＤＶＤを作成いたしました。それがようやく１

月に入りまして完成をしております。 

今後図書館等で貸し出しができますように、また併せて神楽祭りについても、ようやく

ＤＶＤができてきましたので、そうしたものを市民の皆様に見ていただけるようなことで

準備をしておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 よろしくお願いいたします。また昨年１１月７日には、豊前市観光協会も発足し、今後、

ますます観光客の増加に向けての施策があれば、お尋ねしたいと思います。 

市長のお考えをお聞かせください。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 我々は人口減の中で、交流人口を増やしたい。定住人口が増えない、中々難しいなら交

流人口を増やして、地域の活性化につなげていきたいという目標を持ち、頑張ってきたと

ころでございます。 

この交流人口というのは行政用語に近いんですが、ほとんど観光人口ということだろう

と認識しているところでございます。そういう意味では、観光の魅力、よそにないもの、

ここに来れば、というものを持つことが、やはり地域まで、この豊前まで足を運んでいた

だく大きなきっかけになるんではないかと。その魅力というのは何だろうかと、どっぷり

豊前に浸かっていると中々分からないんですが、いろんな方から教えていただきます。 

為藤議員さんが最初に取り上げられましたスポーツのスポーツ交流も、やはり観光人口

の中に入るんではないかと。いろんな大きな大会があれば、選手・役員は勿論ですが、家

族・応援団まで含めて、たくさんの方々が来ていただける。そういう機会をつくるという

のも大事なことだろうと思います。 

また、今ＤＶＤの話しがありました。神楽から発生して若楽と。神楽というのは、元々

神様が楽しむ。神様も楽しいものですから、誰もみんなが楽しいんじゃないか、楽しいと

ころには、皆、人が集まって来る。神様が楽しむような神楽を若楽というかたちで、また

和太鼓の皆さん、ニュースイングジャズオーケストラ、語り部の皆さん。豊前の持つ大き

な力になりました。この県民文化祭のステージというのは、よそにない豊前だけのオリジ

ナルだと、誇りを持って我々も支援していかなければと思っているところでございます。 
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ただ、これがいつも開けるか。ＤＶＤを見たから行きたいんだけど、いつあるの、と言

われたときに、あいた、困ったなということでは、中々難しいんではないかと思います。

こういう環境整備を整えていくというのも大切なことだと思います。 

また観光協会ができました。いま観光協会の中で事務局長が一生懸命やっていただいて

いるのが、花の開花時期をいろんなバージョンで展示、分りやすくお伝えしているところ

でございます。 

いま真っ盛りでございます静豊園の河津桜。これは秋山さん親子が本当に一生懸命、個

人の力で頑張っていただきました。やはり素晴らしいあの桜の景色を見て楽しむ、いい時

間を過ごしていただく、そんな方々がたくさん集まっていただいております。この方々が、

道の駅を、そして、うみてらすをと、お客を招いていただいております。 

この花の持つ力というのは、やはり素晴らしいものがあるんではないかなと。この花の

持つ力を生かすのも観光の大きな資源ではないかなと思います。そういう意味では、スポ

ーツ、そして伝統的な文化ですね。さらに景観、特に花の姿、こういうものは、豊前の持

つ大きな力になると思います。これから、こういう面をそれぞれしっかり伸ばしていくこ

とが豊前の交流人口増につながるんじゃないかと、そういうふうに思っております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 豊前市での、地域創生事業の大半を観光事業に活用しているようです。ぜひ今後も効果

ある事業展開をお願いいたします。 

 次に、生涯現役のための健康推進について、お尋ねいたします。 

前回１２月議会において質問いたしましたが、豊前市は医療費負担が多く、健康推進に

ついて、どのような計画で行っているのか、実施状況を伺いました。中でも、平成２９年

度実施内容でも、歩こう教室、肩こり腰痛予防教室、健康サポート塾、生き活きエアロ塾、

ころばん塾、こちらの教室について、参加人数や効果、また課題などあれば、担当課長、

御答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 健康長寿推進課長、答弁。 

○健康長寿推進課長 林田冷子君 

 市では現役世代からの健康づくり教室と高齢者の介護予防教室を、一体的に実施してお

ります。今年度の主な教室の参加人数は、生き活きエアロ塾が９教室、７０人、ころばん

塾が６教室、７１人、健康サポート塾が３４人、肩こり腰痛予防教室が４０人、歩こう教

室が２５人でございました。 

効果を実感していただき、参加していただいた方には、大変喜んでいただいているとこ
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ろですけれども、中々新しい参加者をどう増やしていくかというのが、今後の課題でもあ

ると考えています。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 健康は継続することが大事ですし、効果が出るまでには時間がかかると思います。幅広

く多くの方が参加できるような、来年度に向けた新しい計画、工夫等はありますでしょう

か。担当課長、答弁をよろしくお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 健康長寿推進課長、答弁。 

○健康長寿推進課長 林田冷子君 

 議員おっしゃるとおり、より多くの方に、また今まで運動をしていない人に、新しく始

めていただくためにも、新しい教室にチャレンジしていきたいと思っています。 

１人用のトランポリンを使った、トランポリン健康教室を来年度は予定をしているとこ

ろです。ケアトランポリンと言いまして、音楽を聴きながら、楽しくジャンプをしたり、

足踏みをしたりといつたような内容でございます。 

様々な事業のリニューアル等もしながら、取り組んでいきたいと考えているところでご

ざいます。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 働き者の豊前の方たちは、働くこと、体を動かすことはするけれども、中々健康教室に

出向く人は尐ないんではないんでしょうか。また毎年同じ教室をすることで、参加者の固

定化はないでしょうか。 

一つのツールとして、ラジオ体操は誰もが知っていることだと思います。他地域におい

ても御当地ラジオ体操があるように、豊前版ラジオ体操を官民一体となって作っていまし

たが、今後このツールを使っての活用は考えていますでしょうか。担当課長、答弁をお願

いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 健康長寿推進課長、答弁。 

○健康長寿推進課長 林田冷子君 

 ラジオ体操は、誰にとっても親しみやすいものだと思っています。サロンでも、先にラ

ジオ体操に取り組んでからサロンの活動をするというようなところも、多く聞かれました

ので、早速サロンの代表者の皆様に、ＣＤのほうをお配りしたところでございます。来年
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度に向けても、老人クラブや様々な場でＰＲしながら広めていけたらと思っています。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 ぜひ市民の健康のため、そして多くの方に幅広く活用できるようよろしくお願いいたし

ます。 

また市役所内でも、毎朝ラジオ体操をしていると聞きましたが、ぜひ市役所職員から健

康づくりに取り組んでいただき、元気な職場づくりこそが明るいまちづくり、元気にする

と思いますが、市長のお考えをお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 私が朝出勤しますと、まもなくラジオ体操が始まります。各課で皆さん、ラジオ体操ら

しきものをやっているのは間違いございません。あくまで、ラジオ体操らしきものでござ

いまして、体をメンテナンスする、普段使わない筋肉を伸ばしたり、こう動かしたりする

というのは、本当に大事なことだなと。そういう意味では、７～８分間、１０分足らずの

間に、ラジオ体操は主な筋肉、体を伸ばし、ある意味では歪んでいるものを直すという効

果があるのではないかと思います。 

ぜひ為藤議員さんに、各課で指導していただければと思っているところでございます。

話がそれましたが、本当にせっかく御当地ラジオ体操ができましたので、これは課長にも

相談しなければいかんのですが、今のラジオ体操を早速ですね、御当地ラジオ体操に変え

てもらうように要請したいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 ラジオ体操は、一番身近な全身運動だと思います。ぜひ職員、市民の健康のためにも、

広く取り入れていただけるよう、お願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君  

 早速課長に、と言いましたが、機械が古くて、新しいのは使えないのだそうでございま

す。何か工夫をしたいと思います。ありがとうございます。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 
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○１番 為藤直美君 

 ぜひ、よろしくお願いいたします。 

 次に、口腔ケア事業についてです。前回もこれまでの経過と今後の計画などをお聞きし

ましたが、中でも、あいうべ体操は、リーダーや指導者と共にすることが必要で、広がり

については中々難しい面があるのではないでしょうか。あいうべ体操とストレッチを取り

入れた体操を検討してはどうでしょうか。 

また効果が出るには時間がかかることから、まずは子どもから行ってはどうでしょうか。

担当課長、御答弁をお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 市民課長、答弁。 

○市民課長 井上由美君 

 お答えいたします。本年度、子どもたちに健康増進の取り組みといたしまして、横武小

学校のほうでモデル校として口腔ケア事業を行いました。内容といたしましては、舌圧測

定、細菌検査、ブラッシング指導のほか、あいうべ体操のほうも行っております。 

 実施後の保護者の方のアンケートの中では、取り組んで良かったとか、これからも続け

てほしい、という声をいただきましたので、来年度も継続して行う予定でございます。 

 御提案のストレッチにつきましては、口腔機能の向上と身体機能の向上、どちらも期待

できるかと思いますので、今後、関係各課と協議していきたいと思っております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 市長の方針の中にも健康事業の一つに口腔ケア事業がありますが、予算も組まれている

ことから、もっと多くの方に伝わり、効果が見られるよう、計画をお願いいたします。 

 それでは次に、２月２５日に初めて豊前市で開催されました就職説明会について、当日

の内容と結果のほう、担当課長より御答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 商工課長、答弁。 

○商工課長 福丸和弘君 

 では、お答えいたします。人口減尐、尐子高齢化を背景とした人手不足の企業の求人支

援といたしまして、本年２月２５日に初めての取り組みとなる、豊前市企業合同就職説明

会を開催いたしました。 

 対象者は求職中の方、転職希望の方、ＵＩＪターンの方、高校生、大学生など、どなた

でも参加できるようにしており、お子さんが都市部で働いておられ、Ｕターンをお考えの

御家族の方の参加も可能といたしました。 
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 今回は市内企業１３社に御参加いただき、来場者にどのような会社なのか、どういった

製品を製造しているのかなどを広く知っていただき、市内企業への就職の動機となること

を説明会の目的としたところでございます。会場は豊前市多目的文化交流センターで、開

催時間２時間３０分の間に、市内外より御家族の方を含め、約８０名の方に御来場いただ

き、盛況であったと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 その中に新卒者、再就職者の割合、そして外国人労働者も多いと思いますが、当日に参

加された人、また別に市内で外国人労働者が何人おられるか、担当課で把握している範囲

で結構です。また今後の計画、ＰＲの方法について、伺います。担当課長、答弁をお願い

いたします。 

○議長 磯永優二君 

 商工課長、答弁。 

○商工課長 福丸和弘君 

 今回の参加者の中に、新卒の方は１名しかいらっしゃいませんでした。これは学校を私

たちが事前に訪問した段階で、今こういう景気の良い時代ですので、高校・大学を訪問し

た段階で、ほとんどの方が学校推薦で決まっているということで、今回は新卒者の方は尐

なかった状況でございます。 

 それから外国人の方ですが、今回の参加者の中で外国人の方は１人いらっしゃいました。 

 それと市内の外国人の方ですが、うちが毎年市内企業における雇用調査を６月に行って

いますが、昨年、２９年６月現在で外国人の技能実習生の方が、市内に１６０名いらっし

ゃいます。 

 それとＰＲの方法ですが、周知の方法といたしましては、今回の場合も、昨年１２月よ

りホームページや情報誌の活用、近隣の大学等を訪問して説明を行ったり、各公的機関、

金融機関、店舗等を訪問して、ポスターの掲示を依頼しました。店舗等に依頼しますと、

どこの店舗等もほとんど快くポスターの掲示をしていただいたところでございます。 

 今後の計画でございますが、今回、来場者と参加企業にアンケートを取った結果、双方

ともに好評でありましたことから、今後、開催時期や対象業種の拡大など、いろいろ検討

を行った上で、平成３０年度も開催したいと考えております。以上でございます。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 ぜひ継続してお願いいたしたいと思います。人が集まる所には賑わいができると思いま
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す。ぜひＵＩＪターン等も含め、豊前市に就職、定住いただくような新しいアイディアで

次回の計画と、またネット配信の利用で遠くの方がわざわざ会場に見えなくても、携帯や

パソコンで対応できるような方法など、考えられていますでしょうか。担当課長、御答弁

をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 商工課長、答弁。 

○商工課長 福丸和弘君 

 今回もいろいろな方法で検討したんですが、Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンを含めまし

て、今回の周知範囲が、この福岡県内でしたので、できればもう尐し遠くまで周知をして、

Ｕターン・Ｉターン・Ｊターンとつながるように、検討していきたいと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 就労支援、定住促進に向けて、初回にもかかわらず、他の課も当日応援に駆けつけて、

参加者に定住を呼び掛けておりましたが、定住についての参加者の反応はどうでしたでし

ょうか。担当課長、お願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 商工課長、答弁。 

○商工課長 福丸和弘君 

 今回の就職説明会でもＵターン・Ｉターン等、そういう方の情報コーナーを設けまして、

定住促進のパンフレットや空き家情報等の提供を行いました。今回一応そのブースで説明

をした方は１名の方でしたが、その方はいろいろ検討していただくということでございま

した。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 今回のように、市役所内の各課の連携で、市民の住みよいまちづくりのため、協力をい

ただきたいと思っております。 

 また定住についても、空き家バンクに加え、他地域では空き地バンクが開設されている

所もあります。危険家屋や空き地についても、今後増え続けるという報告が、豊前市だけ

ではなく、各地で問題になっております。 

 今後どのような計画がありますでしょうか。担当課長、お願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 
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○総合政策課長 藤井郁君 

 移住・定住につきましては、現在、人口対策の市の重要な計画といたしまして、まち・

ひと・しごと創生総合戦略を基本に取り組みを進めているところでございます。 

 先ほど御質問をいただきました、企業合同の就職説明会につきましても、その総合戦略

の定住促進の一環として取り組んだところでございます。先ほど議員からも同じく御案内

がありました、空き家バンク等もそうでございます。 

やはり情報発信、あるいは現在実施をしておりますトライアルワーキングステイ、就業

体験、あるいは地域おこし協力隊もその一つかと認識してございます。それと空き家バン

ク、新婚家庭の家賃の助成、あるいは定住促進の補助金、あるいは企業誘致、その他産業

振興、全て移住・定住促進の取り組みの一環かと思っております。 

現在、総合戦略をはじめとして、このような取り組みを進めるとともに、今後も効果的

な取り組みについて、関係各課と連携をして取り組んでまいりたいと考えております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 空き家、危険家屋については、個人の持ち物でもあり、対応には時間がかかると思われ

ます。相続の手続きなど、なるべく窓口でいち早い対応が望ましいと思われます。ぜひ各

課のほうで連携を取って、早い対応をよろしくお願いします。 

 また空き家、危険家屋などの業務が分散されているところから、ぜひ業務を一つに、ワ

ンストップ、そういった窓口の計画も、ぜひよろしくお願いできればと思います。 

 次に、定住促進、人口減尐対策としてぜひ検討していただき、次に６月の一般質問で、

中学校部活動外部指導員について、質問いたしました。 

 ６月時点では、２９年度４月から施行したばかりで、まだ何もできない状況でありまし

たが、現在、職場においては長時間勤務の現状が浮き彫りにされ、国では裁量労働制、ホ

ワイトカラーエグゼンプション、労働時間に関係なく成果に対して賃金を支払う制度や、

みなし残業、変形労働時間制などの言葉もよく耳にすることになります。 

 教育現場の人員不足や長時間勤務など、問題視されている中、１９７２年に施行されま

したが、給特法であり、教職調整額として支給するもので、月額４％、当時月平均残業だ

った８時間に想定するもので、これは１９６６年度の勤務状況調査を基に、５１年前につ

くられております。 

 近年、教職員の残業が多いと問題化されておりますが、豊前市の現状について、教育長

に伺います。答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 教育長、答弁。 
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○教育長 中島孝博君 

 政府の重要課題の一つとしてあげられております、いわゆる働き方改革の背景にあるの

が、いま御指摘の超過勤務の問題だろうと思います。 

 学校現場の中でも大きな課題があると、様々な調査結果でもマスコミ等を通して出てい

るところでありまして、そういった調査を見ますと、大体平均で月５０時間、あるいは６

０時間という報告がなされておりますし、最も時間の拘束が長い、いわゆる教頭先生クラ

スでは、それが８０時間という調査も出ているところでありますし、その実態は豊前市も

決して例外ではないというふうに認識しております。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 子どもたちに十分な教育現場を整備する中で、一番に教員の対応だと思われます。中学

校においては部活動の指導は教員が行い、授業以外での時間の労働負担等も問題視されて

おります。コミュニティスクールや地域との連携を取って、子どもたちの教育に十分集中

できるような環境づくりを、よろしくお願いいたします。 

 成長期の今しかない子どもたちのチャンス、底知れない能力を引き出すとともに、個性

を生かし、将来を担う青尐年育成に直結できるよう、地域全体で豊前市の宝である子ども

たちを支えられるよう、対応のほうをよろしくお願いし、最後の質問です。 

 働き方改革と言われる昨今、豊前市では部長制度を取り入れるよう、大きく改革が検討

されておりますが、市職員、市民の負担を減らし、効率の良い職場づくりのために、どの

ような工夫をされていますか。 

また市民対応や会議など、時間外労働が多いのでは、と懸念されます。残業減尐、ワー

クライフバランス、仕事と生活の調和のための努力、工夫を、どのように行っていますで

しょうか。担当課長、答弁をお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 総務課長、答弁。 

○総務課長 池田直明君 

 お答えします。国のほうでも現在、働き方改革関連法案等が審議されているところでご

ざいますが、この働き方改革のひとつの柱として、やはり長時間労働の是正が掲げられて

おります。 

 豊前市では、現在、次世代育成支援対策推進法、及び女性の職業生活における活躍の推

進に関する法律に基づき、職員が安心して結婚、出産し、男性・女性ともに仕事と家庭の

調和が実現できるように、そして職場環境を見直し、相互に助け合いながら効率よく業務

に取り組むことができるような、誰もが働きやすい職場づくりを目ざして、平成２７年度
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に豊前市特定事業主行動計画を策定し、その推進を図っているところでございます。 

 超過勤務についても、毎年２０％削減を掲げて、２８年度から取り組んでいるところで

ございますが、毎月、第４金曜日をノー残業デーに設定いたしまして、午後５時以降の残

業は行わせず、退庁させる取り組みを行ってございます。 

 また月に３０時間を超える超過勤務があった場合は、総務課のほうに理由書を提出させ

ております。単に理由書を提出させるだけではなく、今後の計画、業務の平準化や効率化、

係内での業務分担の見直し等について、記載をさせまして、改善を図っているところでご

ざいます。 

 これによりまして、労働生産性を向上させるとともに、職員の心身の健康を向上させ、

結果として市民サービスの向上につながるよう、取り組んでいるところでございます。以

上です。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 市内行事も多く、担当部署においては、休日出勤も多いかと思います。豊前市ボランテ

ィアセンターの活用、市民協働のまちづくり、部長制度導入に伴い、平成３０年度豊前市

の働き方改革の取り組みについて、最後に市長に伺います。どのような思いでありますで

しょうか。 

○議長 磯永優二君 

 市長、答弁。 

○市長 後藤元秀君 

 ボランティアセンター、来年度にしっかりと立ち上げていきたい。今もあります、あり

ますが、もっと充実していきたいと思っています。 

 ボランティア、なぜやるかと。人の役に立つことが一番幸せだからだと思います。自分

の幸せを追い求めることも大切ですが、人のために役に立って、ありがとうと言われるこ

とほど嬉しいことはないと思います。 

 その人のために役に立つ場と時間を設定する、そんな機会をボランティアセンターがで

きたら、より人生が充実する、そんな豊前市をつくっていきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 為藤議員。 

○１番 為藤直美君 

 ありがとうございました。ぜひ元気で明るく、平成も残り尐なくなりました。スピード

感のある対応で、次世代を見据えた取り組みのほう、よろしくお願いいたしまして、私の

一般質問を終わります。 
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ありがとうございました。 

○議長 磯永優二君 

 以上で、為藤直美議員の一般質問が終わりました。 

 これより、本日の一般質問に対する関連質問に入ります。 

関連質問のある方は挙手をお願いします。 

なお、関連質問につきましては、一人１０分以内とさせていただきます。 

 尾澤議員。 

○１１番 尾澤満治君 

 為藤議員の関連質問で、地方創生加速化交付金の事業で、２７年度の繰り越しで２８年

度にやられたということで、６千万円くらいの全部の項目があるということで、この中で

課長がちょっと説明がありましたが、観光おもてなし研修、人が集まらなくて、できてい

ないということであるんですが、もう観光協会も設立したことだし、もう即にやらなけれ

ばいけない。それを継続して、やはり豊前のＰＲをしていくためにも、史跡ガイドを育成

するべきだと思います。 

 それと併せて、やっぱりこの前も、私も、うちの家の前で、北九州市から老夫婦が二人

で神楽を見に来られたということで、私は一緒にずっとついて行って、説明をさせてもら

ったんですけど、ガイドも必要なんですけど、皆さん、市民が今どこでどういうことが起

こっているかということを、やはり皆さんに知ってもらうこと。 

やはり地元の人たちがいろんな豊前をしっかり認識してもらう。豊前にいろんな史跡が

あるんだと、いろんな観光地があるんだということを再認識してもらうためにも、そうい

うボランティアも必要だと思うんだけれども、やはり市民がレベルを上げていくために、

どういうふうな観光、おもてなしをしていくか、市民がやはり、北九州市とかいろいろよ

そから来た人たちに、どのようなおもてなしをしていくのかというところも、やはり教育

をしていかないといけないんじゃないかなというふうに思います。 

そういうところを含めて、再度、もう本当に観光協会が発足して、さあスタートするん

だというときに、このせっかくの事業を、ただの事業で流してしまうのか、惜しいと思い

ます。これからも継続してやれるのか、どうなのか、お答えをいただきたいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 観光物産課長、答弁。 

○観光物産課長 大谷隆司君 

 先ほども答弁しましたように、中々ですね、集まりがよくありませんでした。その一つ

は、もう既に興味がある方は生涯学習のほうを通して史跡ガイドになったり、セラピーガ

イドになっていただいたりとかいうことがありました。それぞれ所管が違っていたので、

それぞれで募集していたという経緯があります。 
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 今後は観光協会に観光情報を一元化して、そういうボランティアをしていいよとか、ガ

イドをしていいよという人たちを募集というか申し込みができる仕組みをつくっていきた

いと思っています。 

 そこでですね、どういうかたちのボランティアになってもらうのか、それともガイドに

なってもらうのかというのを、一人一人のニーズに合わせたようなかたちで対応していき

たい。中々前回の失敗を踏まえて、今度は慎重にやっていきたいと考えております。以上

です。 

○議長 磯永優二君 

 尾澤議員。 

○１１番 尾澤満治君 

 そういう、しっかりやれる人は自分たちでやってくると思いますので、そうじゃなくて

もう尐し簡単に分かるようなシステムでやれる方、その人たちをやはり幅広く見つけてい

くことも必要じゃないかというふうに思いますので、継続してやっていただきたいと思い

ます。 

 それから、職場の就職説明会が、この前、２月にありまして、たくさんの方が遠方から

来られて、私もちょっと終わりごろに見させてもらったんですが、ただあるのが、せっか

くあんなにたくさんの方に来ていただいて、ただ就職ということだけじゃなくて、豊前に

定住してもらうためにも、やはり設計プランが必要だと僕は思うんですね。ここに住んで

もらって、どうやって定着していって、どこに住むのか。 

 この前もテレビであったんですけど、古民家を、３５年経った家をリノベーションして、

片や４万円くらいの家賃になる。新しく建てたら、新築だったら２千万円の家だと。約１

０万円以上の払いがあると。この人は築３５年の家をリノベーションした家を買ったんで

すが、その分が４万円くらいで、今までアパートを借りたくらいの予算で済んだと。その

残ったお金を逆に家族のために使うとか、そういう話をされて、素晴らしい家が持てたと

いうことであります。 

やっぱり働くだけじゃなくて、その後生活するためにどうしたらいいか、豊前に住んで、

古民家をこういうかたちで住まわれますよとか、それからこういう教育がしっかりしてい

ますよとか、ここで豊前の野菜を作って、こうやって生活をするんですよと、そういうラ

イフプランニングをしっかりやっていただければ、あっ、豊前に住んでみようかな、とい

う気持ちになるんですが、就職だけ、職場だけということになると、中々、どういうふう

に生活していったらいいのかというのが分かりづらいと思うんですよね。 

 そのためにも、今度、次回からは、そういうライフワークまで全部合わせたところで、

豊前市の良いところをアピールできないのか、課長、検討できないのか、お伺いしたいと

思います。 
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○議長 磯永優二君 

 総合政策課長、答弁。 

○総合政策課長 藤井郁君 

 議員さんの質問のほうは、合同企業説明会の中で、そういった対応ができないかという

ふうな御質問かと思います。 

 総合政策課のほうも移住・定住等の窓口になっておりますので、今回の説明会の中では、

空き家バンク等の御相談への対応ということで、職員のほうがその会場のほうに行かせて

もらっておったんですけれども、分野として、やはり限られておりましたので、いま議員

さんの御指摘・御要望がありましたように、全般というところで対応できるような仕組み

というところを、今後商工会をはじめ、関係課のほうで来年度の対応に向けて検討できれ

ばと思っております。ありがとうございました。 

○議長 磯永優二君 

 尾澤議員。 

○１１番 尾澤満治君 

 本当に見える化で、しっかりして各課で豊前市のいいところをＰＲしていただければあ

りがたいかなというふうに思っております。 

観光にしても、全般的にも結構、大分県の中津のほうが、いま取り組みがかなり盛んに

やっていて、向こうとの連携もしっかりしながら、豊前だけじゃなくて、この周防灘の連

携をしながら、観光行政もしっかりやっていただくことをお願いしまして、私の質問を終

わらせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 他にありませんか。 

郡司掛議員。 

○４番 郡司掛八千代君 

 爪丸議員の公共施設の運営状況についての中で、遊具撤去の撤去をされたとありました

が、それはされただけでしょうか。後の補充か、新しく設置はされたんでしょうか。 

○議長 磯永優二君 

 学校教育課長、答弁。 

○学校教育課長 田原行人君 

 公共施設というか、施設の安全性のところでの御質問かと思います。 

点検をしていただいた後、学校とも相談しまして、不必要なものは一部撤去したものも

ございますが、基本的には補充、あるいは修繕をしたものでございます。 

○議長 磯永優二君 

 郡司掛議員。 
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○４番 郡司掛八千代君 

 遊具の分は、もう壊れればそのまま撤去して終わりというところが結構あって、子ども

たちが遊ぶ遊具が、もう本当に尐なくなっているような気がします。それで、そういうこ

とがあった場合は、ぜひ新しく設置されるように、よろしくお願いいたします。 

 子どもはもう今から、それでも日本の子どもは大変ゲームが好きで、体力的にも大変弱

っております。そういうことを踏まえますと、この遊具というものは、子どもの成長期に

かかわる重大な体力づくりの道具だと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 他にありませんか。 

（「なし」の声あり） 

それでは、一般質問に関する関連質問をこれで終わります。 

 以上で本日の日程は、全て終わりました。よって、本日はこれにて散会いたします。 

 お疲れでした。 

散会 １５時２５分 


